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近
世
の
八
重
山
に
、
首
里
王
府
が
賦
課
し
た
人
頭
税
の
穀
物
納
分
の
上
納
物
は
、
米
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
耕
地
の
実
態
は
八
重
山
全
体
で
は
畑
地
が
多
く
、
人
頭
税
は
帳
簿
上
、
石
高
を
基
準
に
布
な
ど
の
代
納
を
固
定
化
し
て
い
っ
た
が
、
穀
物
納
分
は
米
と
粟
を
基
本
に
し
て
い
た
。
田
畑
を
代
表
さ
せ
た
米
・
粟
の
レ
ー
ト
は
等
価
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
「
近
世
八
重
山
の
人
頭
税
制
に
お
け
る
粟
納
」
で
検
証
し
、
全
体
的
に
近
世
の
首
里
王
府
に
よ
る
税
制
上
の
上
納
物
は
地
方
の
実
態
に
即
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
（
得
能
二
○
○
七
ａ
）
。
な
お
、
人
頭
税
賦
課
に
つ
い
て
は
、
生
活
を
さ
さ
え
る
生
業
に
類
す
る
右
の
よ
う
な
労
働
の
成
果
と
、
そ
れ
と
は
異
な
る
労
働
は
じ
め
に
近
世
八
重
山
に
お
け
る
耕
地
の
水
損
と
水
利
得
能
壽
美
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（１） 
を強いｚ己上布などが賦課されている。
人
頭
税
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
八
重
山
の
農
業
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
は
、
畑
作
に
つ
い
て
、
植
松
明
石
「
新
城
島
の
畑
作
」
（
植
松
一
九
七
四
）
を
は
じ
め
、
最
近
も
増
田
昭
子
「
雑
穀
の
社
会
史
』
（
増
田
二
○
○
｜
）
、
中
鉢
良
護
「
琉
球
列
島
の
畑
作
農
耕
文
化
」
（
中
鉢
二
○
○
五
）
、
安
渓
遊
地
（
編
著
）
『
西
表
島
の
農
耕
文
化
』
（
安
渓
二
○
○
七
）
、
賀
納
章
雄
「
南
島
の
畑
作
文
化
』
（
賀
納
二
○
○
七
）
な
ど
、
多
く
の
成
果
が
あ
る
。
一
方
で
、
稲
作
は
信
仰
や
祭
祀
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
稲
作
農
業
そ
の
も
の
に
関
す
る
研
究
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
渡
部
忠
世
・
生
田
滋
（
編
著
）
『
南
島
の
稲
作
文
化
』
（
渡
部
ほ
か
一
九
八
四
）
や
前
掲
〔
安
渓
二
○
○
七
〕
な
ど
が
あ
り
、
安
室
知
一
‐
西
表
島
の
水
田
漁
携
」
（
安
室
一
九
九
四
）
と
い
っ
た
す
ぐ
れ
た
成
果
も
環
境
論
や
生
業
論
で
は
、
安
室
知
『
水
田
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
研
究
』
（
安
室
一
九
九
八
）
や
、
小
林
茂
「
農
耕
。
（２） 
景観・災害』（小林一一○○一二）は、八重山研究においても指標となる重要な研究成果である。
こ
う
い
っ
た
研
究
状
況
に
あ
っ
て
、
歴
史
史
料
に
よ
る
農
業
に
関
す
る
研
究
は
、
〔
中
鉢
二
○
○
五
〕
な
ど
一
部
に
成
果
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
基
礎
的
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
と
は
い
い
が
た
い
。
小
稿
で
は
、
ま
ず
近
世
八
重
山
関
係
史
料
に
み
ら
れ
る
耕
地
に
か
か
わ
る
「
水
損
」
と
い
う
文
言
の
意
味
を
検
証
し
た
。
王
府
が
布
達
し
た
農
事
指
導
書
で
あ
る
「
農
務
帳
」
に
み
え
る
耕
地
の
「
水
損
」
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
、
現
代
の
赤
土
流
出
問
題
な
ど
で
も
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
冠
水
に
よ
る
農
作
物
の
被
害
と
は
別
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
第
一
節
）
。
小
稿
で
は
、
そ
れ
に
始
ま
つ
ある。
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「
農
務
帳
」
は
、
雍
正
一
二
年
（
一
七
一
一
一
四
）
首
里
王
府
の
農
事
指
導
書
と
し
て
察
温
ら
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
（
以
下
、
察
温
「
農
務
帳
」
）
。
こ
れ
を
現
地
の
実
態
に
合
わ
せ
た
も
の
に
す
る
た
め
、
王
府
か
ら
八
重
山
に
派
遣
さ
れ
た
検
使
が
、
八
重
山
限
定
版
「
農
務
帳
」
を
ま
と
め
て
い
ろ
（
喜
舎
場
一
九
七
五
三
七
九
～
一
一
一
八
○
頁
）
。
こ
こ
で
は、乾隆一一一一一一年（一七六八）「与世山親方八重山島農務帳」（以下「与世山農務帳」）、同治一三年（一
八七四）「富川親方八重山島農務帳」（以下「富川農務帳」）の条項をたどりながら、「水損」という文
（３） 
一一一一口について検討してみる。
察
温
「
農
務
帳
」
が
第
一
（
①
１
１
）
に
田
畑
の
地
割
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
が最初に心配しているのは田畑の「水損」である（与世山農務帳①１１）。
｜、田畠土留溝構、請溝・捨溝井皇いふ返し等之仕様大形有之候故致水損、地位茂漸々簿成行候
様
相
見
得
候
間
、
随
分
田
畠
仕
付
方
水
損
無
之
様
可
入
念
事
「
土
留
溝
構
」
は
降
雨
に
よ
る
田
畑
の
浸
食
を
防
ぐ
た
め
の
排
水
路
。
請
溝
も
浸
食
を
防
ぐ
た
め
に
傾
斜
面
に
平
行
て
「
農
務
帳
」
以
外
の
史
料
に
み
え
る
「
水
損
」
に
、
河
川
に
か
か
わ
る
別
の
意
味
も
あ
っ
た
こ
と
（
第
二
節
）
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
田
方
に
お
け
る
水
利
の
問
題
に
つ
い
て
史
料
か
ら
の
検
証
を
試
み
た
（
第
三
節
）
。
「
農
務
帳
」
に
み
え
る
「
水
損
」
の
意
味
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に
設
け
た
溝
で
、
こ
こ
に
流
水
を
受
け
て
、
地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
。
捨
溝
は
、
請
溝
に
溜
ま
っ
た
水
を
排
水
す
る
た
め
の
溝
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
溝
な
ど
に
堆
積
し
た
沈
殿
物
を
「
い
ふ
」
と
い
い
、
「
い
ふ
返
し
」
は
沈
殿
物
（
土
壌
）
を耕地に一民すことをいう。
つ
ま
り
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
①
１
１
）
は
、
溝
に
よ
っ
て
土
壌
浸
食
・
流
出
を
防
い
だ
り
、
流
出
し
沈
殿
し
た
土
を
元
に
戻
す
こ
と
を
し
な
い
た
め
に
「
水
損
」
と
な
り
、
「
地
位
」
（
地
味
）
も
薄
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
約
百
年
後
の
「
富
川
農
務
帳
」
（
①
１
１
）
で
は
、
一、田畠土留溝構、請溝・捨漕（溝）井畠いふ返し等不入念候而者、大雨之節泥土引流漸々地位
悪
敷
相
成
、
産
物
出
来
少
、
所
中
衰
微
之
基
候
間
、
夫
々
之
仕
付
方
入
念
、
水
損
無
之
様
可
致
下
知
事
と
い
う
。
溝
構
え
や
「
い
ふ
返
し
」
を
入
念
に
し
な
く
て
は
、
「
大
雨
之
節
泥
土
引
流
」
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
味
が
悪
く
な
っ
て
産
物
の
出
来
高
が
少
な
く
な
り
、
村
が
衰
微
す
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
入
念
に
し
て
、
「
水
損
」
に
な
ら
な
い
よ
う
に
と
い
う
。
つ
ま
り
「
水
損
」
は
、
「
大
雨
之
節
泥
土
引
流
漸
々
地
位
悪
敷
相
成
」
状
態
の
こ
と
を
い
っ
て
い
「
富
川
農
務
帳
」
Ⅱ
「
八
重
山
島
農
務
帳
」
の
語
註
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
（
新
城
一
九
八
三
ａ
）
、（４） 
こ
の
「
水
損
」
は
「
普
通
は
水
害
を
さ
す
が
、
こ
こ
で
は
水
食
す
な
わ
ち
降
雨
に
よ
る
土
壌
浸
食
を
さ
す
」
の
で
あ
る
。
以
下
、
「
水
損
」
を
右
の
解
釈
ｌ
土
壌
浸
食
・
流
出
Ｉ
に
よ
っ
て
、
農
務
帳
を
再
読
し
て
い
く
。
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
２
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
る
。
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一、地方致水損漸々崩増候所茂可有之候間、右体之場所者士水一所通行不仕様溝数多相構、兼而
其
用
心
可
致
置
事
与
世
山
親
方
は
、
当
時
す
で
に
「
水
損
」
と
な
っ
て
土
地
が
崩
れ
て
い
る
所
も
あ
る
の
で
、
そ
の
よ
う
な
場
所
は
土
と
水
が
一
緒
に
な
っ
て
流
れ
て
い
か
な
い
よ
う
に
、
溝
を
多
く
作
っ
て
用
心
し
て
お
く
こ
と
と
い
う
（
Ⅱ
察
温
農
務
帳
①
１
５
・
富
川
農
務
帳
①
１
４
）
。
「
水
損
」
は
土
地
を
「
崩
」
す
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
土
水
一
所
通
行
」
と
い
う
。
こ
の
文
言
は
「
水
損
」
と
い
う
状
況
Ⅱ
土
が
水
と
一
緒
に
流
れ
て
行
く
こ
と
を
端
的
に
表
現
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
損
地
」
に
な
っ
て
「
大
損
」
に
な
れ
ば
、
修
復
に
人
夫
が
多
く
か
か
る
の
で
、
「
小
破
」
の
と
き
に
修
復
せ
よ
と
い
う
（
察
温
農
務
帳
①
１
６
．
与
世
山
農
務
帳
①
１
３
・
富
川
農
務
帳
①
１
５
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
耕
地
と
水
の
関
係
に
お
い
て
、
用
水
・
排
水
の
仕
方
や
量
、
あ
る
い
は
大
雨
や
河
川
増
水
な
ど
に
よ
る
冠
水
を
心
配
す
る
の
で
は
な
く
、
田
畑
か
ら
水
と
と
も
に
土
壌
が
流
出
す
る
こ
と
を
最
大
の
関
心
事
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
①
１
４
）
で
は
、
一
、
川
原
筋
・
溝
筋
左
右
一
一
あ
た
ん
植
付
、
損
地
無
之
様
可
致
置
事
と
、
田
畑
が
「
損
地
」
に
な
ら
な
い
具
体
的
な
方
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
川
や
溝
の
左
右
の
岸
に
「
あ
た
ん
」
（
ア
ダ
ン
）
を
植
え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
（
Ⅱ
察
温
農
務
帳
①
１
９
・
富
川
農
務
帳
①
１
６
）
。
ア
ダ
ン
の
植
栽
は
川
や
溝
（
水
路
）
の
岸
が
崩
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
だ
ろ
う
が
、
そ
の
被
害
の
結
果
を
「
損
地
」
と
い
っ
て
お
り
、
作
物
の
被
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害
で
は
な
く
、
耕
地
に
ダ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
で
き
る
（
第
二
節
参
照
）
。
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
５
Ⅱ
「
富
川
農
務
帳
」
①
１
７
は
後
で
紹
介
す
る
こ
と
に
し
て
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
第
一
条
「
地
形
（
面
）
格
護
之
事
」
の
最
後
（
①
１
６
）
で
は
、
｜、立形畠之儀、段々畦相立、又者畠内之堀杯与（ママ）有之候ハ、積廻、大雨之節士流不申様
相
計
得
候
儀
、
可
為
肝
要
事
と
い
う
。
「
立
形
畠
」
に
対
し
て
、
畔
を
立
て
、
す
で
に
あ
る
堀
を
利
用
し
て
、
大
雨
の
と
き
の
土
壌
流
出
を
警
戒
し
て
い
る
。
こ
の
条
文
は
、
察
温
「
農
務
帳
」
や
「
富
川
農
務
帳
」
に
は
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
「
富
川
農
務
帳
」
は
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
１
と
①
１
２
の
間
に
、
ふ
た
つ
の
条
項
を
挿
入
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
め
の
条
で
は
、
｜、坂成・剥付諸作毛植蒔候而者土流落、本田畠之為不罷成候間、右之取締分ケ而可入念事
と
（
富
川
農
務
帳
①
１
２
）
、
傾
斜
地
や
丘
陵
地
で
の
耕
作
は
土
壌
流
出
の
原
因
と
な
っ
て
「
本
田
畠
」
の
た
め
に
宜
（５） 
し
く
な
い
と
警
告
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
傾
斜
地
な
ど
の
畑
を
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
①
１
６
）
で
は
「
立
形
白
田
」
と
称
し
た
の
だ
ろ
う
。
「
与
世
山
農
務
帳
」
は
、
次
い
で
、
第
二
項
「
農
事
手
入
之
事
」
に
な
り
、
耕
地
の
問
題
か
ら
離
れ
て
作
物
に
関
す
る
条
文
が
展
開
す
る
。
「
富
川
農
務
帳
」
に
は
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
６
に
相
当
す
る
条
文
が
な
く
、
｜
、
皇
方
取
成
土
留
い
ふ
返
溝
捌
方
等
、
左
之
通
取
分
可
入
念
事
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と
あ
り
（
富
川
農
務
帳
①
１
８
）
、
畑
地
で
の
土
留
め
や
「
い
ふ
返
」
、
溝
の
作
り
方
は
、
「
左
之
通
」
に
と
り
わ
け
入
念
に
す
る
こ
と
と
し
て
、
「
左
」
に
五
か
条
が
続
く
。
こ
れ
以
前
の
叙
述
は
全
般
的
に
起
こ
る
事
態
を
い
っ
て
い
た
が
、
以
下
で
は
畑
地
に
特
化
し
た
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
条
文
は
、
「
富
川
農
務
帳
」
段
階
で
、
畑
地
に
つ
い
て
さ
ら
に
細
分
化
し
て
い
う
必
要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
近
世
八
重
山
の
開
発
の
歴
史
は
、
畑
地
Ⅱ
畑
作
優
位
に
展
開
し
た
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
左
」
に
あ
る
五
か
条
の
前
に
、
「
ま
わ
地
皇
敷
致
様
之
図
」
と
し
て
、
畑
の
図
を
掲
載
し
て
い
る
。
「
ま
わ
地
畠
」
は
い
わ
ゆ
る
マ
ー
ジ
（
真
和
地
）
土
壌
（
赤
褐
色
の
痩
せ
た
土
壌
）
の
畑
の
こ
と
で
、
そ
の
畑
の
作
り
様
の
図
で
あ
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
四
五
八
頁
）
。
五
か
条
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。
ａ
｜
、
水
行
曲
折
静
成
を
順
行
と
申
、
急
一
一
逆
長
サ
之
力
と
申
、
水
損
仕
候
ｂ『右通候間、真和地惣而大場之地敷一一而候条、立長溝無之横溝相調、水曲折仕、水損無之様
可
相
調
候
Ｃｌ、右通横溝相栫、いふ水壼所々江相調水入曲させ、畠土遠ク持流シ不申、其いふ壷一一取留、
畠敷洗損無之様一一可相心得候
ｄｌ、畠敷平さかり無之様二、石井す掻き・蘇鉄杯一一而平敷一一相調、薄地二不罷成様可相調候
ｅｌ、土壇三、四尺以上、水落所者其所二水溜壺、其高二応程比之大小相構、大小之落所者一一重。
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三重之水溜、腰おれ相立、其上近所者す掻き植付、水静取止乱行無之様第一可相調候
但、ちやかろ敷一一茂右同断可相心得候
ａ
は
、
水
の
流
れ
が
「
曲
折
」
し
て
静
か
に
流
れ
る
こ
と
を
「
順
行
」
、
流
れ
が
急
だ
っ
た
り
、
逆
流
し
た
り
、
長
く
直
流
す
る
の
を
「
力
」
と
い
い
、
後
者
の
場
合
に
水
損
が
起
こ
る
と
す
る
。
同
治
三
年
（
一
八
六
四
）
八
重
山
各
村
の
風
水
見
分
結
果
を
ま
と
め
た
「
北
木
山
風
水
記
」
に
、
｜
、
村
中
直
路
、
其
前
地
勢
卑
下
而
水
急
流
不
吉
、
宜
見
其
高
低
又
従
陽
数
而
築
或
三
階
、
或
五
階
、
以
流
夫
、
乃
其
水
梢
緩
而
無
急
流
之
妨
為
吉
と
あ
り
、
水
は
高
低
を
み
て
段
差
を
も
う
け
て
、
緩
や
か
に
流
れ
る
よ
う
に
す
る
ほ
う
が
宜
し
い
と
い
っ
て
い
る
。
右
は
石
垣
島
新
川
村
に
つ
い
て
の
条
文
だ
が
、
ど
の
村
で
も
水
が
急
流
す
る
の
を
嫌
っ
て
い
て
、
風
水
の
観
点
か
ら
も
水
は
「
順
行
」
し
た
ほ
う
が
よ
か
っ
た
。
そ
し
て
、
ａ
に
則
し
て
い
え
ば
、
「
力
」
の
よ
う
な
水
の
流
れ
が
水
損
を
招
く
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
水
損
も
や
は
り
土
壌
流
出
を
い
っ
て
い
る
。
ｂ
は
、
ａ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
っ
て
、
広
大
な
面
積
に
な
る
マ
ー
ジ
地
帯
で
は
、
排
水
溝
は
傾
斜
に
沿
っ
た
「
立
長
溝
」
で
は
な
く
、
等
高
線
に
沿
っ
た
「
横
溝
」
を
設
け
る
と
い
い
、
そ
う
す
れ
ば
水
が
「
曲
折
」
し
て
「
水
損
」
（
浸
食
）
は
な
い
と
い
う
。
横
溝
は
、
曲
折
し
な
け
れ
ば
流
下
で
き
な
い
の
だ
が
、
そ
の
流
れ
は
穏
や
か
で
あ
り
、
浸
食
は
ｂ
は
、
ａ
（
溝
」
で
は
な
〃
食
）
は
な
い
Ｌ
少
な
く
な
る
。
そ
の
う
え
、
ｃ
で
い
う
よ
う
に
、
横
溝
の
所
々
に
「
い
ふ
水
壺
」
（
流
土
の
沈
殿
槽
）
を
作
っ
て
水
を
「
入
曲
」
さ
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せ
れ
ば
、
畑
の
土
が
遠
く
に
流
れ
な
い
よ
う
に
な
る
。
続
い
て
「
い
ふ
水
壺
」
に
土
が
沈
殿
す
れ
ば
「
畠
敷
洗
損
無
之
様
」
と
い
う
の
は
、
直
接
の
因
果
関
係
で
は
な
く
、
土
が
遠
く
に
流
れ
な
け
れ
ば
「
い
ふ
返
し
」
作
業
は
楽
に
な
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
「
畠
敷
洗
損
無
之
様
」
に
な
る
の
だ
ろ
う
。
ｄ
に
お
い
て
、
先
の
図
を
参
照
す
る
解
説
に
な
る
。
「
皇
敷
平
さ
か
り
無
之
様
」
は
「
畑
地
に
平
面
と
傾
斜
面
の
不
ぞ
ろ
い
が
生
じ
な
い
よ
う
に
」
と
い
う
意
で
、
広
い
面
積
に
な
る
マ
ー
ジ
畑
に
お
い
て
、
一
筆
を
小
さ
く
区
切
り
、
石
を
積
ん
だ
り
、
ス
ス
キ
・
ソ
テ
ッ
を
植
え
て
一
筆
ご
と
に
平
坦
に
し
な
さ
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
土
が
（６） 
流
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
り
、
痩
せ
地
に
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
一
筆
ご
と
に
平
坦
に
し
て
も
、
全
体
の
風
景
と
し
て
は
緩
や
か
な
段
々
畑
に
な
る
だ
け
で
、
や
は
り
排
水
は
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
畑
地
面
を
平
坦
に
す
る
こ
と
と
、
先
に
述
べ
て
い
る
「
順
行
」
と
い
う
排
水
の
流
し
方
に
よ
っ
て
、
土
壌
浸
食
・
流
出
を
防
ご
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ｅ
の
い
う
「
土
壇
」
は
「
流
水
を
防
ぐ
た
め
の
土
塁
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
を
一
一
一
、
四
尺
以
上
と
い
う
の
は
、
高
く
し（７） 
よ
う
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
筆
ご
と
の
畑
の
壇
で
は
高
す
ぎ
る
よ
う
な
の
で
、
堤
防
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
「
水
落
所
」
は
、
溝
の
「
曲
折
」
し
て
い
る
部
分
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
そ
こ
に
「
水
溜
壷
」
を
設
け
る
と
い
う
の
は
、
溝
で
あ
る
な
ら
す
で
に
「
い
ふ
水
壼
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
、
溝
で
は
な
く
、
「
土
壇
」
か
ら
の
流
水
、
｜
筆
の
畑
か
ら
あ
ふ
れ
た
流
水
な
ど
が
想
定
で
き
る
が
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
水
が
流
れ
る
場
所
に
貯
水
槽
を
設
け
て
、
ス
ス
キ
を
植
え
て
水
の
勢
い
を
そ
ぎ
、
氾
濫
し
な
い
よ
う
に
と
い
う
。
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ｅの但し書きのようにみえる「但、ちやかろ敷一一茂右同断可相心得候」は、「ちやかる敷」（ジャー
ガ
ル
土
壌
の
土
地
）
で
も
、
右
と
同
じ
よ
う
に
心
得
な
さ
い
と
い
っ
て
お
り
、
「
富
川
農
務
帳
」
①
１
８
全
体
に
か
か
る
但
し
書
き
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
、
察
温
「
農
務
帳
」
「
与
世
山
農
務
帳
」
「
富
川
農
務
帳
」
を
通
じ
て
い
わ
れ
て
い
る
「
水
損
」
は
、
河
川
の
氾
（８） 
濫
な
ど
に
よ
る
冠
水
の
被
害
で
は
な
く
、
雨
水
の
流
水
に
よ
る
土
壌
の
浸
食
と
流
出
の
意
で
あ
っ
た
。
ま
さ
に
、
「
地
面
格
護
之
事
」
で
あ
る
。
一、皇方土留いふ返し溝捌方無之故、大雨之節致水損候上、水乗越作毛相損、漸々地位茂薄可相
成
候
間
、
夫
々
無
手
抜
仕
調
さ
せ
候
様
可
加
下
知
事
と
あ
る
。
畑
の
土
留
を
作
っ
た
り
、
「
い
ふ
返
し
」
を
し
な
い
と
、
大
雨
に
よ
る
「
水
損
」
（
Ⅱ
土
壌
浸
食
）
が
起
こ
り
、
こ
こ
で
は
「
農
務
帳
」
以
外
の
史
料
に
み
え
る
「
水
損
」
の
事
例
を
み
る
。
ま
ず
、
前
節
の
理
解
と
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
る
「
水
損
」
と
、
同
時
に
い
わ
れ
る
水
害
に
つ
い
て
の
事
例
を
み
よ
う
。
農
務
帳
と
も
リ
ン
ク
す
る
王
府
か
ら
の
布
達
文
書
で
あ
る
威
豊
七
年
二
八
五
七
）
「
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
」
／■、
Ｎｑ 
２１４ 
、‐／
、
二
そ
の
他
の
史
料
に
み
え
る
「
水
損
」
と
水
害
》」、
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そ
の
う
え
「
水
乗
越
作
毛
相
損
」
Ⅱ
冠
水
に
よ
っ
て
作
物
に
被
害
が
で
る
。
そ
の
あ
と
の
地
味
劣
化
は
、
土
壌
浸
食
に
起
因
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
畑
の
手
入
れ
を
充
分
に
し
て
い
な
い
と
、
前
節
で
み
た
「
水
損
」
に
加
え
、
冠
水
に
よ
る
「
作
毛
相
損
」
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
例
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
、
威
豊
四
年
（
一
八
五
四
）
沖
縄
本
島
の
「
恩
納
間
切
締
向
条
々
」
に
次
の
よ
う
に
あ
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
五
六
五
頁
）
。
｜
、
本
地
田
畠
之
内
毛
又
ハ
水
損
一
一
テ
捨
置
候
所
段
々
有
之
由
、
甚
以
不
可
然
事
候
条
、
当
年
ヨ
リ
先
、
屹
卜
年
賦
ヲ
以
夫
々
之
捨
地
明
開
、
水
道
捌
直
令
順
作
、
田
地
奉
行
春
秋
廻
勤
之
節
可
入
見
分
事
「
毛
又
ハ
水
損
」
は
、
「
毛
損
」
（
作
物
相
損
）
と
「
水
損
」
（
土
壌
浸
食
）
を
い
っ
て
お
り
、
や
は
り
二
種
類
の
水
害があった。
八
重
山
で
は
、
こ
の
二
種
類
の
水
害
が
、
同
時
に
、
｜
瞬
に
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
乾
隆
三
六
年
（
一
七
七
一
）
明
和
津
波
で
あ
る
。
石
垣
四
か
村
を
例
に
す
れ
ば
、
田
畑
へ
の
被
害
は
新
川
村
と
登
野
城
村
に
あ
り
、
新
川
村
で
い
え
ば、「土地被引流石原一一而、当分作地不罷成」畑が五町八反余、同じく「土地被引流石原｜一成、作地
右
同
（
当
分
不
罷
成
）
」
田
が
二
反
九
畝
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い
る
（
大
波
之
時
各
村
之
形
行
書
Ⅲ
羽
）
。
田
畑
の
土
壌
が
流
出
し
て
「
石
原
」
と
な
り
、
当
分
の
間
、
耕
作
が
で
き
な
い
の
だ
が
、
こ
の
状
況
は
津
波
の
引
き
波
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
み
ら
れ
、
前
節
で
み
た
「
水
損
」
で
あ
る
。
一
方
で
、
津
波
に
よ
る
作
物
損
、
つ
ま
り
海
水
を
被
っ
て
作
物
に
被
害
が
出
て
い
る
。
先
と
同
じ
新
川
村
を
例
に
す
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ろ
と
、
畑
方
の
作
物
損
は
五
九
町
二
反
に
、
田
方
の
作
物
損
は
七
町
七
反
六
畝
に
あ
っ
た
。
こ
の
津
波
の
被
災
耕
地
に
つ
い
て
は
、
乾
隆
四
○
年
（
一
七
七
五
）
に
な
っ
て
、
「
田
地
弐
拾
六
万
八
千
九
百
拾
九
坪
／
外
、
弐
拾
（
万
力
）
八
千
百
二
拾
五
坪
大
波
之
時
損
地
、
御
検
地
帳
表
六
拾
四
町
六
反
八
畝
拾
八
歩
」
と
あ
り
、
「
損
地
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
御
手
形
写
抜
書
Ⅲ
ｍ
）
。
以
上
の
よ
う
に
、
近
世
の
八
重
山
に
お
け
る
耕
地
に
か
か
る
水
害
は
、
土
壌
浸
食
・
流
出
と
冠
水
に
よ
る
作
物
被
害
の
ふ
た
つ
が
あ
っ
た
が
、
史
料
上
の
文
言
と
し
て
冠
水
に
よ
る
被
害
を
「
水
損
」
と
す
る
事
例
は
み
あ
た
ら
な
い
よ
う
次
は
、
前
節
と
は
異
な
る
意
味
を
も
つ
「
水
損
」
の
事
例
で
あ
る
。
ま
ず
、
康
煕
四
一
年
（
一
七
○
二
）
八
重
山
の
在
番
・
頭
か
ら
王
府
へ
の
上
申
書
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
（
参
遣
状
抜
書
恥
閲
）
。
｜
、
川
原
水
損
之
砲
、
｜
年
一
一
壱
両
度
シ
、
上
納
地
井
私
田
所
持
之
者
不
残
罷
出
候
得
ハ
、
半
日
一
一
も
可
相
済
之
処、｜人一一而神酒壱升シ、作り持参、其上人数之内み賦魚鰍取肴仕、終日徒一一隙を費、結句
慰之様一一仕由致風聞候間、堅法度申付候、川原水損之節ハ田ふさす申出候ハ、、世持一一而夫
九相考役人江引合栫候様一一申付候、左候而田応大小可割懸事
史
料
上
、
「
川
原
」
は
河
原
で
は
な
く
流
れ
る
川
（
河
川
）
の
こ
と
な
の
で
、
「
河
原
の
水
損
」
で
は
な
く
「
河
川
の（９） 
水
損
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
内
容
は
田
の
所
有
者
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耕
作
に
か
か
わ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
い
で
、
乾
隆
一
一
一
○
年
（
’
七
六
五
）
八
重
山
役
人
ら
か
ら
壬
府
へ
の
上
申
書
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
（
参
だ
。
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遣状抜書脆川）。
一
、
白
水
川
・
お
な
い
ら
川
・
ひ
の
す
川
・
わ
き
な
川
〆
四
ケ
所
之
儀
、
四
ヶ
村
構
之
地
方
故
、
水
損
之
刻
小
役
夫一一而連々修甫仕候故、余村古致難儀申候
石
垣
四
か
村
が
管
轄
す
る
「
川
」
に
つ
い
て
、
「
水
損
」
の
と
き
に
四
か
村
か
ら
の
夫
役
に
よ
っ
て
修
補
す
る
と
い
う
。
「
川
」
は
「
四
ケ
所
」
と
い
う
こ
と
か
ら
湧
水
を
い
っ
て
お
り
、
河
川
と
は
い
え
な
い
が
、
広
い
意
味
で
用
水
に
か
か
わ
る
水
場
の
「
水
損
」
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
威豊七年二八五七）「翁長親方八重山島蔵元公事帳」（ⅢⅢ）には、
｜、大地・離々川原筋見格護方之儀、杣山・耕作下知役構一一可致候、若水損有之候時者、下知役
人
共
村
役
人
・
筆
者
出
合
修
甫
入
目
相
考
、
惣
主
取
引
合
之
上
可
致
事
大
地
（
石
垣
島
）
・
離
々
（
離
島
）
の
「
川
原
筋
」
管
理
は
杣
山
・
耕
作
下
知
役
の
所
管
で
、
も
し
「
水
損
」
が
あ
れ
ば
彼
ら
が
村
役
人
ら
と
修
補
費
用
を
相
談
し
、
惣
主
取
に
照
会
し
た
う
え
で
修
補
す
る
と
い
う
。
こ
れ
も
「
河
川
の
水
（、）
損
」
を
い
っ
て
い
る
。
以
上
の
「
河
川
の
水
損
」
に
つ
い
て
は
、
当
然
な
が
ら
河
川
修
補
、
あ
る
い
は
河
川
改
修
と
い
う
方
向
に
命
令
が
い
く
。
こ
う
い
っ
た
河
川
を
管
理
し
改
修
を
す
る
こ
と
を
「
川
原
捌
」
と
い
い
、
乾
隆
五
年
（
’
七
四
○
）
に
、
｜
、
名
蔵
川
原
捌
候
事
、
川
原
捌
之
儀
、
是
す
始
ル
但
、
在
番
平
安
座
親
雲
上
、
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
・
西
平
筑
登
之
親
雲
上
、
頭
大
浜
親
雲
上
主
取
、
白
保
与
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そ
の
後
も
名
蔵
川
の
改
修
は
行
な
わ
れ
て
い
る
。
道
光
一
一
年
（
’
八
三
一
）
王
府
で
「
水
道
捌
様
稽
古
」
を
し
た
豊
川
仁
屋
の
一
連
の
史
料
が
あ
る
（
長
興
姓
世
系
図
〈
小
宗
五
世
善
盛
〉
）
。
〔
槽
書
〕
同
（
道
光
）
十
一
年
辛
卯
、
於
王
府
為
水
道
捌
様
稽
古
呈
請
賞
給
旅
之
功
労
、
其
書
如
左
人
・
川
平
与
人
・
慶
田
城
与
人
・
平
得
与
人
・
保
里
与
人
・
名
蔵
与
人
、
大
筆
者
、
筆
者
之
儀
太
分
有
之
候
とあり（八重山島年来記Ⅲ川）、八重山の河川改修は名蔵川に始まるといわれる。この工事について
は
、
喜
舎
場
永
均
が
右
に
み
え
る
島
袋
筑
登
之
親
雲
上
と
大
浜
親
雲
上
（
宮
平
長
延
）
の
事
績
を
詳
細
に
記
し
て
お
り
、
名蔵川・白保川・作原（佐久原）川の治水工事が行なわれたという（喜舎場一九七五一一三一～一一一一一
八頁）。山林
井
竹
木
仕
立
、
川
原
捌
様
稽
古
仕
度
願
望
有
之
、
去
年
上
国
自
分
之
願
書
二
頭
石
垣
親
雲
上
次
書
を
以
願
出
、
滞在一一而豊川里之子親雲上江相附稽古仕、田地御見廻之剛茂御供一一而国頭方罷通、現在之所迄致
恐多御座候得共申上候、当島川原之儀大雨節々致逆流修甫秀一一付而島中至極迷惑仕事御座候付、
〔槽書〕
〔草書〕本文
稽
古
之
詮
相
立
候
ハ
、
、
吟
味
之
上
何
分
可
被
申
越
候
、
以
上
卯
九
月
読
谷
山
親
雲
上
喜
舎
場
親
方
八
重
山
島
／
在
番
口
上
覚
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之
費
及
多
分
候
一
一
付
、
絵
図
相
調
、
此
節
大
筆
者
慶
田
硅
依
之
奉
願
候
儀
御
成
合
之
程
如
何
敷
恐
入
奉
存
候
得
共
、
別
段
之
御
取
分
を
以
、
何
卒
上
国
壱
度
之
勲
功
取
持
被
」
下
儀
奉
頼
候
、
以
上
下儀奉頼候、
卯
九
月
於島一一川原係り被仰付、此程方々致見分候処、名蔵川原之儀捌様不宜候哉、年々水損一一而修甫夫
見分稽古方相済帰帆仕、猶又去年茂崎山与人従内一一而上国渡名喜親雲上江相附伝受帰帆仕候付、
右願出之通専島用相立申度所存一一而物入茂不顧度々上国稽古仕候次第誠一一殊勝之者一一而、心之及
指
南
仕
置
申
候
間
、
願
通
被
仰
付
被
下
度
奉
存
候
、
以
上
卯
九
月
豊
川
里
之
子
親
雲
上
渡
名
喜
親
雲
上
右
願
出
之
通
年
々
水
損
有
之
島
中
迷
惑
一
一
仕
事
御
座
候
処
、
気
を
附
山
林
・
水
道
法
式
稽
古
仕
候
次
第
、
別
段
之
御
取
分
を
以
何
卒
願
通
り
御
達
被
下
度
奉
存
候
、
以
上
卯
九
月
八
重
山
島
頭
足
／
西
表
首
里
大
屋
子
（中略）
絵図相調、此節大筆者慶田城筑登之江相附持登、不審之所委伝受相遂置申候、
之
程
如
何
敷
恐
入
奉
存
候
得
共
、
不
身
帯
之
者
自
分
造
佐
を
以
度
々
上
国
稽
古
仕
候
次
第
何卒上国壱度之勲功取持被仰付被下度奉願候、此旨何分一一茂宜様被仰上可被
八
重
山
島
故
耕
作
筆
者
豊
川
に
や
嫡
子豊
川
に
や
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八
重
山
島
故
耕
作
筆
者
豊
川
に
や
嫡
子豊
川
に
や
右
者
事
上
国
之
上
山
林
井
竹
木
仕
立
、
川
捌
様
致
稽
古
、
師
匠
次
書
を
以
願
出
之
趣
有
之
、
帰
島
之
上
其
詮
相
立
候ハ、何分可申上旨被仰下趣奉得其意、吟味仕候得共（者力）稽古之詮相見得、且其類之者勲功
被成下候先例茂有之事御座候間、願出之通上国壱度之勲功被成下度奉存侯、此段御問合申上候、
以
上 〔草書〕
〔
槽
書
〕
同
（
道
光
一
三
年
辛
已
）
年
奉
憲
令
為
山
林
並
竹
木
仕
立
川
捌
稽
古
事
呈
請
賞
給
旅
之
功
労
、
其
書
如
左
巳
四
月
本
文
申
越
通
被
仰
付
候
間
、
其
首
尾
方
可
申
渡
候
、
以
上
巳
九
月
八
重
山
島
／
在
番
覚
八
重
山
島
頭
同
大
浜
親
雲
上
宮
良
親
雲
上
同
同
在
番
筆
者
安
室
親
雲
上
安
谷
屋
親
方
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石
垣
親
雲
上
佐
久
真
里
之
子
親
雲
上
同
同
在
番
佐
久
川
筑
登
之
親
雲
上
湊
川
親
雲
上
豊
川
仁
屋
に
は
、
八
重
山
の
河
川
は
大
雨
の
と
き
に
逆
流
す
る
の
で
修
補
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
島
中
で
迷
惑
し
て
い
る
の
で
、
山
林
・
竹
木
仕
立
て
、
川
原
「
捌
様
」
の
稽
古
を
し
た
い
と
い
う
願
望
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
上
国
し
て
学
び
、
八
重
山
で
「
川
原
係
り
」
と
し
て
所
々
を
見
分
し
た
と
こ
ろ
、
名
蔵
川
の
「
捌
様
」
が
悪
く
、
年
々
「
水
損
」
が
あ
る
の
で
修
補
の
夫
役
費
用
が
多
分
に
か
か
る
と
い
っ
て
い
る
。
こ
の
「
水
損
」
は
、
そ
の
後
に
続
く
「
修
甫
」
が
何
を
修
補
す
る
か
に
よ
っ
て
意
味
が
変
わ
っ
て
く
る
。
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
が
、
当
人
が
河
川
の
「
捌
様
」
を
学
ん
で
お
り
、
「
水
損
」
に
田
畑
な
ど
耕
地
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
も
「
河
川
の
水
損
」
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ほ
か
の
地
域
で
は
、
渡
名
喜
島
の
例
が
、
註
６
に
引
用
し
た
う
ち
、
ｇ
が
田
畑
に
か
か
わ
る
「
溝
」
に
「
水
損
」
が
あ
れ
ば
修
補
す
る
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
な
お
ｆ
は
、
田
畑
に
か
か
わ
っ
て
通
し
て
い
る
「
小
川
原
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
て
、
そ
こ
で
の
耕
作
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、
不
分
明
な
点
も
あ
る
が
、
「
川
面
破
損
」
の
と
き
の
修
補
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
。
川
面
で
は
な
く
川
筋
が
破
損
す
る
と
い
う
言
い
方
は
、
王
府
田
地
奉
行
の
「
田
地
奉
行
規
模
帳
」
（
嘉
慶
一
四
年
）
に
あ
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
一
四
二
頁
）
。
187近世八重山における耕地の水損と水利
Hosei University Repository
一、諸間切・諸島川筋破損出来候ハ、、田皇相損別而百姓之痛一一相成事一一而、川筋捌方之儀当座
職
分
一
一
被
仰
付
候
間
、
右
之
法
深
致
伝
度
居
、
相
弱
候
所
ハ
則
々
加
修
補
、
尤
捌
方
丈
夫
二
無
之
修
補
ケ
間
敷有之候而ハ、百姓手隙ヲ費痛之基一一可成立候間、能々相糺シ申出之上大破一一及ハサル内捌
直
シ
候
共
、
百
姓
ノ
痛
不
罷
成
様
入
念
可
相
勤
事
と
い
う
も
の
で
、
「
川
筋
破
損
」
は
「
田
畠
相
損
」
に
な
り
、
「
川
筋
捌
方
」
は
田
地
奉
行
所
の
職
分
な
の
で
、
き
ち
ん
と
修
補
し
な
さ
い
と
い
う
。
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
「
河
川
の
水
損
」
は
、
農
業
用
水
と
な
る
河
川
の
損
壊
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
だ
。
道
光
二
一年二八四一）大宜味間切の「耕作下知方井諸物作節附帳」に、「大雨ふり候時、田畠井川面又者
道
筋
水
損
有
之
」
と
あ
る
よ
う
に
、
大
雨
が
降
る
と
田
畑
・
河
川
・
道
路
に
「
水
損
」
が
生
じ
た
の
で
あ
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
一
五
一
頁
）
。
第
一
節
で
紹
介
し
た
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
４
で
、
川
や
溝
の
岸
に
ア
ダ
ン
を
植
え
て
、
そ
の
決
壊
を
防
ぐ
よ
う
いわれているのは、右の文脈で理解することができる。しかし、川や溝の決壊の結果を「損地」といっ
ているのは、作物の被害ではなく、耕地にダメージがあったとみることができる。「与世山農務帳」
が
八
重
山
に
布
達
さ
れ
た
翌
々
年
の
乾
隆
三
五
年
（
’
七
七
○
）
に
八
重
山
の
与
人
・
目
差
ら
が
ま
と
め
、
在
番
や
頭
ら
が
認
め
た
「
諸
村
所
役
公
事
帳
」
に
、
｜
、
大
風
・
大
水
・
地
震
之
時
、
耕
作
筆
者
之
儀
、
田
ふ
さ
召
列
田
畠
井
猪
垣
・
宿
道
・
原
屋
見
届
、
損
所
有
之
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候ハ、、仕口委細相記現夫入を以條（修）甫致惣取〆方江首尾可申出事
附、田畠損所之儀、役人・筆者立合致見分夫入高弐拾人迄ハ主々江弁申付、其上之夫入者訴
を以御吟味之上三度夫一一而も條（修）甫可相加也
と
あ
り
、
こ
こ
で
の
文
脈
に
限
れ
ば
、
「
大
水
」
に
よ
っ
て
「
田
畠
」
に
「
損
所
」
が
生
じ
て
い
ろ
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
一
一
三
一
一
一
頁
）
。
大
水
は
必
ず
し
も
河
川
の
決
壊
を
招
く
も
の
で
は
な
く
、
地
震
に
よ
っ
て
も
河
川
の
決
壊
は
起
こ
り
う
る
。
ど
ち
ら
と
も
と
れ
る
の
だ
が
、
「
損
所
」
を
「
條
（
修
）
甫
」
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
事
態
は
、
被
害
は
作
物
で
は
な
く
耕
地
に
生
じ
て
い
る
と
読
ん
で
よ
い
だ
ろ
う
。
前
節
で
み
た
治
水
工
事
は
、
耕
地
や
作
物
を
守
る
と
と
も
に
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
農
業
用
水
の
確
保
は
淡
水
の
確
保
で
あ
り
、
そ
れ
は
飲
料
水
と
い
う
重
要
な
用
水
確
保
に
通
じ
る
。
近
世
八
重
山
で
の
新
村
設
立
の
要
件
に
、
壬
府
は
耕
地
と
飲
料
水
の
確
保
を
重
要
な
点
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
雍
正
一
○
年
（
一
七
三
二）に創建を認められた石垣島の野底村・桃里村、西表島の高那村を例にすると（球陽血捌～柵）、
野
底
村
川
平
村
属
地
に
一
曠
野
有
り
。
名
づ
け
て
野
底
と
叫
ぶ
。
泉
甘
く
士
肥
え
、
宜
し
く
五
穀
を
種
う
べ
し
。
黒
島
の
民
人
、
往
来
に
は
舟
を
用
ひ
、
田
を
耕
し
地
を
鋤
き
…
三
近
世
八
重
山
に
お
け
る
農
業
用
水
の
確
保
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桃
里
村
一
曠
野
有
り
。
名
づ
け
て
多
宇
田
と
叫
ぶ
。
泉
甘
く
土
肥
え
、
宜
し
く
五
穀
を
種
う
べ
し
。
五
村
の
百
姓
、
尽
く
此
の
地
に
住
き
て
耕
鋤
し
…
高
那
村
古
見
・
西
表
両
邑
の
間
に
、
花
々
た
る
曠
野
有
り
。
名
づ
け
て
由
珍
と
叫
ぶ
。
泉
甘
く
土
肥
え
、
宜
し
く
五
穀
を
種
う
べ
し
。
且
繋
船
の
港
有
り
。
宜
し
く
村
邑
を
建
つ
べ
き
の
地
な
り
。
小
浜
村
の
百
姓
は
、
尽
く
由
珍
の
地
に
頼
り
て
、
以
て
耕
鋤
を
為
し
て
食
営
す
ろ
を
得
た
り
…
と
定
型
的
で
あ
る
。
「
泉
甘
く
」
は
辛
い
海
水
で
は
な
い
淡
水
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
一
般
的
に
は
飲
料
水
だ
（、）
が
、
「
五
穀
を
種
う
」
こ
と
を
可
能
に
す
る
農
業
用
水
で
も
あ
る
よ
う
だ
。
沖
縄
本
島
で
は
、
乾
隆
初
年
の
大
支
配
（
元
文
検
地
）
に
関
連
し
て
河
川
改
修
工
事
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
の
ち
に
八
重
山
在
番
と
な
っ
て
王
府
が
達
す
る
規
模
帳
・
公
事
帳
・
例
帳
を
整
備
し
た
首
里
士
族
・
野
村
里
之
子
親
雲
上
は
、
乾
隆
元
年
（
一
七
三
六
）
に
国
中
の
河
川
改
修
に
か
か
わ
る
「
学
水
理
之
職
」
に
任
じ
ら
れ
、
同
五
年
決
川
奉
行
に
「
再
任
」
さ
れ
た
。
野
村
は
、
同
年
中
に
南
風
原
・
知
念
・
具
志
川
・
越
来
の
各
間
切
で
一
○
河
川
を
改
修
、
同
六
年
中
に
恩
納
・
名
護
・
大
宜
味
・
国
頭
の
各
間
切
で
九
○
の
河
川
の
流
路
を
定
め
、
丙
原
・
大
里
・
兼
城
の
各
間
切
で
八
河
川
な
ど
を
改
修
、
さ
ら
に
同
七
年
国
頭
・
西
原
・
浦
添
・
恩
納
・
名
護
・
大
宜
味
の
各
間
切
で
三
九
河
川
な
ど
を
改
修した（毛姓家譜）。
前
節
で
み
た
名
蔵
川
の
改
修
工
事
も
、
同
じ
こ
ろ
（
乾
隆
五
年
）
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
察
温
治
下
の
大
規
模
プ
ロ
（聰）
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
国
内
の
河
川
改
修
が
一
斉
に
行
な
わ
れ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
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ま
た
、
八
重
山
士
族
に
関
し
て
は
、
乾
隆
八
年
癸
亥
、
到
王
府
、
杣
山
法
度
伝
受
、
従
具
志
頭
親
方
公
於
干
現
敷
稽
古
之
旨
蒙
憲
今
、
源
河
親
雲
上
附
随
山
原
方
巡
通
、
因
此
「
山
林
真
秘
之
書
」
一
巻
頂
戴
之
也
同
九
年
甲
子
、
到
王
府
川
捌
・
矼
掛
築
之
法
伝
受
、
因
此
従
保
栄
茂
里
之
子
親
雲
上
「
順
流
之
書
」
蒙
一
巻
、
錐
有
御
褒
美
之
旨
大
波
之
時
流
失
也
と
い
う
記
録
が
あ
る
（
建
昌
姓
系
図
家
譜
）
。
八
重
山
に
お
け
る
農
業
用
水
の
確
保
は
、
乾
隆
二
一
一
年
（
’
七
五
七
）
に
登
野
城
村
か
ら
の
分
村
が
認
め
ら
れ
た
大
川
村
の
初
代
与
人
ら
へ
の
褒
美
状
取
成
状
（
乾
隆
二
七
年
）
に
も
み
え
る
（
松
茂
姓
系
図
家
譜
）
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
…比野地川之儀、石垣四ケ村之田方百かや余之水頭一一而候処、去々年以来川底江水漏入、右田方
水
不
相
保
、
拾
部
八
程
徒
一
一
捨
置
及
迷
惑
候
処
、
右
之
者
共
存
寄
を
以
場
所
見
合
溝
堀
通
候
故
、
跡
々
通
惣
様
田
作
り
相
成
四
ケ
村
之
為
相
成
候
．
：
石
垣
四
か
村
の
田
一
○
○
カ
ヤ
余
り
の
水
源
で
あ
っ
た
「
比
野
地
川
」
（
ピ
ー
ー
ズ
川
）
は
、
二
年
前
以
来
、
川
底
か
ら
水
が
漏
れ
て
田
の
用
水
が
不
足
す
る
よ
う
に
な
り
、
全
体
の
八
割
が
耕
作
不
能
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
初
代
与
人
ら
が
場
所
を
選
定
し
て
溝
を
通
し
、
以
前
の
よ
う
に
す
べ
て
の
田
の
耕
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
（
史
料
の
全
体
は
〔
得
能
二
○
○
七
ａ
二
六
一
～
一
一
六
二
頁
〕
参
照
）
。
ま
た
、
石
垣
島
で
は
、
「
ふ
な
い
ら
水
道
」
と
い
う
用
水
路
の
整
備
が
行
な
わ
れ
た
。
諸
家
の
家
譜
や
勤
書
の
ほ
か
、
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総書「
ふ
な
い
ら
新
明
田
地
」
の
稲
苅
収
取
〆
検
者
の
業
務
が
道
光
一
一
七
年
（
一
八
四
七
）
に
み
え
、
同
三
○
年
（
一
八
五
○
）
「
か
ん
た
水
道
ふ
な
い
ら
田
地
」
の
手
入
方
下
知
筆
者
の
つ
と
め
が
み
え
る
。
そ
の
後
、
威
豊
七
年
（
一
八
五
七
）
九
月
に
水
道
の
整
備
と
田
方
の
「
正
田
」
化
に
よ
り
、
そ
れ
に
か
か
わ
っ
た
役
人
ら
が
褒
美
状
を
受
け
て
い
る
（
勤
書
〈
長
興
姓
善
盈
〉
）
。
こ
の
褒
美
状
は
前
掲
の
「
万
書
付
集
」
所
収
文
書
に
も
あ
る
。
「
ふ
な
い
ら
水
道
」
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
次
の
威
豊
一
一
年
（
一
八
六
一
）
の
史
料
に
詳
し
い
（
勤
書
〈
長
興
活
字
に
な
っ
た
も
の
で
は
「
万
書
付
集
」
に
史
料
が
あ
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
六
四
三
～
六
（、）
四
四
頁
）
。
「
ふ
な
い
ら
水
道
」
は
「
ほ
な
い
ら
」
と
も
み
え
、
「
毛
孫
姓
家
垂
媚
」
の
「
ふ
な
い
ら
水
道
」
に
関
す
る
文
書
（
草
書
体
部
分
）
に
対
す
る
槽
書
体
部
分
に
「
思
戸
嵩
下
通
水
道
」
と
あ
り
、
於
茂
登
岳
の
下
を
通
る
水
道
で
あ
っ
姓善盈〉）。
本文遂披露候処殊勝之儀一一而、申越通与人両人何歎願出之刑其御見合被仰付、目差井筆者四人者
五
百
日
完
之
勤
星
被
成
下
候
間
、
其
首
尾
方
可
被
申
渡
候
、
以
上
酉
八
月
富
里
親
雲
上
久
手
堅
親
方
八
重
山
島
／
在
番
御
使
者
頭
口
上
覚
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乍恐申上候、奥原親方様先年当島在番御勤之時ふないら関本よ里かんた荒田江水道差通被置候時、
右
田
方
作
得
為
試
私
共
事
去
午
年
石
垣
四
ケ
村
百
姓
等
開
地
下
知
方
係
被
仰
付
差
越
水
道
見
分
仕
候
得
共
、
所
々
相
塞
リ
水
順
流
無
之
候
付
、
百
姓
可
嘩
引
進
数
日
及
難
儀
、
右
ま
り
所
九
百
□
拾
弐
尋
余
水
道
相
□
水
令
順
流
田
方
壱
万
四
千
八
拾
八
坪
明
開
さ
せ
、
各
村
々
配
当
仕
耕
方
之
節
々
無
後
下
知
方
を
以
稲
植
付
・
草
払
・
苅
収
妾
毎
度
人
夫
相
携
出
張
相
働
シ
、
去
々
未
年
汐
去
年
迄
之
出
実
都
合
五
拾
八
石
三
斗
八
升
四
合
八
勺
八
才
有
之
、
各
諸
上納米致補助、百姓等為益相成、田方茂最早正田相成百姓等厚汲受永々最通致作得候故、世上之
人々開地之願訴出次第御免被仰付候付、多分之田方明開大粧為筋相成申候、依之申上候者御都合
之程茂如何敷奉存候得共、遠所殊更風気悪敷所一一者候得共、本職懸而寒暑を茂不顧出精相勤置候
次第別条之御取分を以何卒此節目差役以下者似合之星功、与人役者相応之御取持被仰付被下度偏
一
一
奉
願
候
、
此
等
之
趣
宜
様
被
仰
上
被
下
儀
奉
頼
候
、
以
上
酉
四
月
故
黒
島
仁
屋
嫡
子
若
文
子
喜
久
里
筑
登
之
糸
数
仁
屋
同
同
喜
友
名
仁
屋
崎
山
仁
屋
新
川
目
差大
浜
筑
登
之
親
雲
上
平
得
与
人
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大
川
与
人
右通係人共出精下知仕候故、百姓等諸上納米之補相成候儀勿論、田方茂最早正田相成所中大粧為
筋
相
成
申
事
御
座
候
間
、
願
通
御
達
被
下
度
奉
存
候
、
以
上
酉
四
月
登
野
城
目
差
石
垣
目
差
宮
良
仁
屋
知
念
仁
屋
大
川
日
差宮
良
仁
屋
新
川
与
人
石
垣
与
人
登
野
城
与
人
右
申
出
之
通
係
人
共
出
精
下
知
方
を
以
相
働
候
故
、
大
粧
諸
上
納
物
補
助
相
成
殊
勝
之
儀
存
申
候
間
、
与
人
両
人
者似合之御取持被仰付、新川目差大浜筑登之親雲上井筆者四人者五百日完之勤星被成下度奉存候、
此
殿
御
間
合
申
上
候
、
以
上
酉
四
月
八
重
山
島
惣
横
目
同
頭
真
謝
与
人
大
浜
親
雲
上
同
同
宮
良
親
雲
上
石
垣
親
雲
上
同
在
番
筆
者
同
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奥
原
親
方
が
八
重
山
島
在
番
の
と
き
に
、
「
ふ
な
い
ら
関
本
」
か
ら
「
か
ん
た
荒
田
」
へ
水
道
を
通
し
た
の
で
、
そ
の
田
を
試
し
に
耕
作
す
る
た
め
に
「
去
午
年
」
（
威
豊
八
年
Ⅱ
一
八
五
八
）
に
「
石
垣
四
ケ
村
百
姓
等
開
地
下
知
方
係
」
に
任
じ
ら
れ
て
赴
い
た
。
水
道
を
見
分
し
た
と
こ
ろ
所
々
で
塞
が
っ
て
「
水
順
流
無
之
」
だ
っ
た
の
で
、
百
姓
ら
を
働
か
せ
て
、
水
道
の
塞
が
っ
て
い
る
所
九
百
□
十
二
尋
の
区
間
を
改
修
し
て
水
を
「
順
流
」
さ
せ
、
田
方
一
万
四
○
八
八
坪
を
開
い
た
。
そ
の
田
を
各
村
に
配
当
し
て
農
事
指
導
を
し
、
威
豊
九
年
か
ら
同
一
○
年
に
都
合
五
八
石
三
斗
八
升
四
合
八
勺
八
才
を
収
穫
し
、
「
各
諸
上
納
米
致
補
助
、
百
姓
等
為
益
相
成
」
と
い
う
も
の
。
以
降
は
、
前
の
威
豊
七
年
文
書
と
同
様
に
、
そ
の
田
が
「
正
田
」
に
な
っ
た
こ
と
、
役
人
ら
の
苦
労
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
ろ
。
（週）
ま
ず
、
八
重
山
在
番
の
奥
原
親
方
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
「
ふ
な
い
ら
関
本
」
は
「
ふ
な
い
ら
」
の
堰
本
と
み
ら
れ
、
田
に
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
に
川
を
堰
き
止
め
た
堰
を
い
う
（
石
垣
繁
二
○
○
七
一
九
六
頁
）
。
「
か
ん
た
荒
田
」
は
「
か
ん
た
」
の
「
荒
田
」
で
、
そ
こ
へ
水
道
を
通
し
て
水
田
耕
作
を
試
み
た
と
い
っ
て
い
る
。
外
間
筑
登
之
親
雲
上
屋
嘉
筑
登
之
親
雲
上
御
物
奉
行
所
同
検
見
御
使
者
相
附
同
御
使
者
永
田
里
之
子
親
雲
上
天
久
親
雲
上
同
在
番
浦
添
里
之
子
親
雲
上
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前
掲
威
豊
七
年
九
月
褒
美
状
で
の
同
年
二
月
の
褒
美
取
成
願
状
に
よ
る
と
、
そ
れ
以
前
か
ら
「
ふ
な
い
ら
水
道
井
田
方
」
で
の
耕
作
を
し
て
お
り
、
そ
の
「
田
方
」
が
「
か
ん
た
荒
田
」
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
威
豊
二
年
文
書
で
は
あ
ら
た
め
て
威
豊
八
年
か
ら
試
み
た
と
い
っ
て
い
る
。
同
じ
時
期
の
王
府
派
遣
検
使
翁
長
親
方
は
、
「
万
書
付
集
」
所
収
、
威
豊
七
年
一
○
月
「
覚
」
で
、
｜、かん田之儀、屹与致田作候様申渡候処、年来荒置地位之程合分り兼候間、相試候而何分申越
候筋一一而候間、早々手を懸、弥為筋相成候ハ、手広致田作、其首尾可申越事
と
「
か
ん
田
」
の
「
田
作
」
を
試
す
よ
う
命
じ
て
い
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
六
三
六
頁
）
。
ま
た
、
翌
八
年
九
月
に
は
、
其島乾田之儀、年来捨置候荒地一一而地位之程合分り兼候故、当年ハ為試四百かや敷程之内拾五か
や敷之分為致開地、先様田位宜模様相見へ候ハ、、なさき荒取除候儀者手安有之事一一而、余者来
年汐先明開させ、来夏委細之首尾申越候趣有之候処、右田方各相合重而致見分、弥田位宜相見得
候ハ、、余之荒地茂為致開地、随分出実取増、諸上納物之補相成候様可取計候、左候而開地之坪
高
井
作
柄
之
出
実
委
敷
取
〆
、
来
夏
其
首
尾
可
被
申
越
候
、
依
御
差
図
此
段
申
越
候
、
以
上
午
九
月
嘉
手
納
親
雲
上
恩
河
親
方
八
重
山
島
／
在
番
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と
い
っ
て
お
り
（
同
前
六
八
九
頁
）
、
こ
の
「
か
ん
田
」
「
乾
田
」
は
、
後
で
み
る
水
が
干
上
が
っ
て
乾
燥
し
た
田
の
意
（焔）
で
、
「
年
来
荒
置
」
「
年
来
捨
置
」
て
「
芒
巫
地
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
ふ
な
い
ら
」
関
係
史
料
で
い
え
ば
、
そ
う
い
っ
た
「
か
ん
た
荒
田
」
に
、
水
を
引
い
て
再
び
開
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
ふ
な
い
ら
」
の
場
所
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
威
豊
一
一
年
文
書
で
は
石
垣
四
か
村
の
百
姓
に
耕
作
さ
せ
た
と
あ
り
、
威
豊
七
年
褒
美
取
成
状
次
書
に
署
名
し
た
村
役
人
の
与
人
・
目
差
は
石
垣
・
大
川
・
新
川
・
登
野
城
・
平
得
・
（灯）
真
栄
里
の
一
ハ
か
村
に
及
ん
で
い
て
、
広
範
囲
な
村
々
か
ら
通
耕
が
な
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
用
水
に
関
し
て
は
、
河
川
の
水
を
汲
み
上
げ
る
水
車
の
技
術
も
持
ち
込
ま
れ
た
。
道
光
元
年
（
’
八
二
一
）
の
褒
美
状
に
、
覚
石
垣
村
耕
作
筆
者大浜
に
や
右者八重山島之儀、先年津波之時川筋引下田方一一水可汲入様不罷成、太分之田方捨地相成候処、
右
大
浜
唐
漂
着
之
砲
水
車
之
作
様
習
受
手
本
用
を
も
買
渡
候
付
、
去
丑
年
盛
山
村
役
々
共
依
申
出
、
と
径
る
け
川
与申所一一而相試候処水取入候故、所之者共江も水車作立相用候付、当分迄田方九千坪余致開地、
頭
御
使
者
方
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右
通
被
仰
付
候
間
、
此
旨
可
被
申
渡
候
、
以
上
十
月
六
日
久
志
親
雲
上
八
重
山
島
／
在
番
と
い
う
文
書
が
あ
る
（
夏
林
姓
系
図
家
譜
）
。
「
先
年
津
波
」
は
、
五
○
年
前
の
乾
隆
一
一
一
六
年
（
一
七
七
一
）
明
和
津
波
の
こ
と
で
、
お
そ
ら
く
津
波
の
原
因
と
な
っ
た
地
震
に
よ
っ
て
川
底
が
下
が
っ
て
し
ま
い
、
田
の
用
水
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
ら
し
い
。
た
ま
た
ま
中
国
に
漂
着
し
た
大
浜
仁
屋
が
水
車
の
作
り
方
を
習
っ
て
、
教
科
書
ま
で
持
ち
帰
り
、
石
垣
島
東
海
岸
盛
山
村
の
轟
川
で
試
し
た
と
こ
ろ
成
功
し
、
や
が
て
水
車
の
技
術
が
広
ま
っ
て
、
全
体
で
九
○
○
○
坪
の
田
を
開
く
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
以
上
の
よ
う
な
積
極
的
な
用
水
確
保
の
営
為
と
は
別
に
、
八
重
山
の
田
に
は
水
を
捨
て
な
い
、
貯
え
て
お
く
と
い
う
こ
と
が
な
さ
れ
た
。
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
①
１
５
）
で
は
、
田
の
畔
を
広
く
作
る
よ
う
指
導
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
田
に
水
を
溜
め
て
お
く
こ
と
は
重
要
な
の
で
、
そ
の
た
め
に
畔
を
広
く
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
田
を
栫
え
る
（
整
地
す
る
）
と
き
に
、
往々田方相増申積一一両氷々所中之為筋可相成由自身書付、在番・頭次書を以申越之趣遂披露候処、
殊勝之至被思召上候、以来猶以気を附諸事相嗜候様可被申渡旨御差図一一而候、以上
九
月
廿
日
兼
本
親
雲
上
九
月
廿
日
御
物
奉
行
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畔
草
を
切
っ
て
畔
を
狭
く
し
な
い
よ
う
に
と
注
意
す
る
（
Ⅱ
察
温
農
務
帳
①
１
，
・
富
川
農
務
帳
①
１
７
）
。
道
光
二
一
年
（
一
八
四
二
大
宜
味
間
切
「
耕
作
下
知
方
井
諸
物
作
節
附
帳
」
で
も
、
｜
、
田
栫
之
時
畦
之
草
鎌
を
以
可
苅
取
候
、
鍬
を
以
割
落
候
義
、
堅
禁
止
之
事
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
一
五
一
頁
）
。
八
重
山
の
「
農
業
之
次
第
」
（
新
城
一
九
八
三
ｂ
）
は
、
水
田
に
つ
い
て
、
一、稲刈候而あふし草かり捨あつき仕候、あふしいり立置、雨ふり次第水高こめ置申候、九月冬
之節入候ハ、あふし切ぬりいたし候而能候、十一月の時分より下の田す可罷通、鼠穴ふり置
候
ハ
、
、
あ
ほ
し
の
め
ふ
り
あ
け
な
―
―
て
ふ
さ
き
可
申
候
といっており（仲地ほか一九八三一一一一一一頁）、水田は収穫ののちに、「あふし（畔）草」を刈って、
畔
を
塗
り
、
降
雨
が
あ
れ
ば
水
を
田
に
込
め
て
お
く
と
い
う
。
そ
れ
は
九
月
の
冬
の
節
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
の
だ
が
、
田
植
え
は
「
十
二
月
ケ
正
月
迄
植
付
稲
」
と
い
わ
れ
る
の
で
（
与
世
山
農
務
帳
②
１
３
五
月
中
の
項
）
、
そ
の
準
備
で
あ
る
。
鼠
の
穴
に
注
意
す
る
よ
う
い
う
が
、
雨
も
「
ふ
り
」
（
降
り
）
、
穴
も
「
ふ
り
」
（
掘
り
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。
稲
刈
り
の
あ
と
は
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
②
１
羽
〈
四
四
八
頁
〉
）
で
、
一
、
稲
苅
跡
魚
鰻
取
杯
畔
切
損
候
ハ
、
、
旱
差
当
候
節
可
耕
様
難
成
、
時
節
取
失
可
申
候
間
、
右
之
仕
形
堅
可
差
留
事
と
い
っ
て
お
り
、
「
魚
鰻
」
を
獲
る
た
め
に
「
畔
切
損
」
じ
れ
ば
、
旱
魅
の
と
き
に
耕
す
こ
と
が
で
き
ず
に
、
そ
の
時
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節
を
失
す
る
の
で
、
「
畔
切
損
」
を
禁
じ
て
い
る
が
、
田
で
の
漁
拶
と
い
う
興
味
深
い
事
例
を
示
す
。
右
の
条
文
で
あ
れ
ば
、
稲
刈
り
の
と
き
に
水
が
抜
か
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
そ
し
て
、
稲
刈
り
の
の
ち
に
行
な
わ
れ
る
「
魚
鰻
取
」
が
、
〔
註
岨
〕
で
み
た
よ
う
な
ク
モ
リ
カ
チ
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
水
を
落
と
し
た
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
西
表
島
祖
納
で
も
、
稲
刈
り
の
直
前
に
な
っ
て
田
の
水
を
落
と
す
た
め
、
稲
刈
り
の
と
き
は
「
田
は
乾
燥
し
て
お
ら
ず
ぬ
か
る
ん
で
い
る
。
膝
下
程
度
の
浅
い
田
で
は
人
が
担
い
で
稲
を
畦
ま
で
運
ん
だ
が
、
そ
れ
よ
り
深
い
田
で
は
フ
モ
リ
（
田
舟
）
を
用
い
て
稲
刈
り
し
た
」
と
い
う
（
安
室
一
九
九
四
↓
’
九
九
八
一
一
三
頁
）
。
「
八
重
山
蔵
元
絵
師
画
稿
集
」
（
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
一
九
九
一
一
一
）
の
稲
刈
り
の
図
（
四
一
頁
）
で
も
、
田
に
入
れ
た
足
の
周
囲
に
丸
い
輪
が
描
か
れ
て
い
て
、
水
が
あ
る
か
、
あ
る
い
は
ぬ
か
る
み
を
表
現
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
状
態
で
収
穫
さ
れ
た
稲
は
、
当
然
の
よ
う
に
濡
れ
て
い
る
の
だ
が
、
右
の
図
で
は
稲
束
を
そ
の
ま
ま
馬
に
負
わ
せ
て
、
運ぼうとしている。「慶来慶田城由来記」（’二頁）でも「往古ハ稲刈取、前泊・西泊積越候得者、女
とも賦合一一而稲干栫」というように、船で運び帰ってから干している。
こ
の
よ
う
に
八
重
山
で
は
、
「
基
本
的
に
稲
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
田
は
い
つ
も
水
が
入
っ
た
状
態
に
し
て
」
お
い
た
。
用
水
の
豊
か
な
西
表
島
祖
納
で
も
、
田
か
ら
水
が
な
く
な
る
と
「
田
が
乾
燥
し
て
割
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
田
は
人
力
に
頼
る
キ
ー
パ
イ
（
木
鍬
）
で
は
田
打
ち
を
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
パ
ナ
リ
に
あ
る
牧
場
の
牛
を
使
っ
て
ウ
シ
シ
ヶ
と
呼
ぶ
蹄
耕
を
行
っ
た
」
、
ま
た
「
水
が
田
か
ら
す
っ
か
り
抜
け
て
い
る
」
と
「
雑
草
が
は
び
こ
り
、
後
の
手
入
れ
が
大
変
」
に
な
る
と
い
う
の
が
、
田
に
水
を
貯
え
て
お
く
理
由
と
い
う
（
安
室
一
九
九
四
↓
一
九
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九八一二一一～一一一一一一頁）。前にみた「かんた」「乾田」は、この状態の田をいっているのだろう。
祖
納
は
、
仲
良
川
・
浦
内
川
と
い
っ
た
河
川
に
よ
っ
て
「
水
に
は
恵
ま
れ
て
い
た
た
め
、
祖
納
に
は
水
利
組
織
が
見
当
た
ら
な
い
。
水
利
の
単
位
は
あ
く
ま
で
個
人
で
あ
る
。
個
人
レ
ベ
ル
で
自
由
に
水
の
使
用
が
で
き
た
。
た
だ
し
、
稲
作
作
業
は
そ
の
多
く
が
ユ
イ
マ
ー
ル
に
よ
る
共
同
作
業
で
行
わ
れ
て
い
た
た
め
、
目
に
見
え
る
か
た
ち
で
水
利
秩
序
を
作
ら
な
く
て
も
、
結
果
的
に
は
水
利
に
関
す
る
ゆ
る
や
か
な
相
互
規
制
の
中
に
祖
納
の
人
々
は
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
」
と
い
う
（
同
前
一
一
二
頁
）
。
石
垣
島
新
川
で
水
田
を
営
ん
で
い
た
老
人
（
二
○
○
○
年
七
○
歳
代
）
か
ら
、
稲
刈
り
の
と
き
に
田
に
水
は
あ
り
、
水
利
慣
行
は
な
く
、
戦
後
も
水
田
の
水
を
守
る
た
め
に
鍬
（
武
器
）
を
持
っ
て
畦
に
座
っ
て
番
を
し
て
い
た
と
い
う
話
を
聞
い
て
、
驚
い
た
こ
と
が
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
近
世
八
重
山
に
お
け
る
田
の
種
類
に
は
、
「
諸
村
農
業
之
次
第
」
に
み
る
よ
う
に
、
水
田
・
天
水
田
・
苗
代
田
が
あ
っ
た
。
水
田
は
用
水
の
確
保
で
き
る
田
で
あ
る
が
、
天
水
田
は
雨
水
に
頼
る
田
で
あ
る
。
察
温
「
農
務
帳
」
｜、御当国之儀、大方天水田一一候得者、兼而致其覚悟、依所水塘共堀宜所者其通仕、其難可凌手
当
仕
、
尤
稲
苅
仕
廻
候
ハ
、
、
早
速
畦
を
固
メ
水
持
留
候
様
二
可
致
事
と
、
稲
刈
り
の
の
ち
す
ぐ
に
畦
を
固
め
て
水
を
保
つ
と
い
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
「
富
川
農
務
帳」（②ｌ肥〈四六五頁〉）は、
（②１２）では、
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と
わ
か
り
や
す
い
。
た
だ
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
（
②
ｌ
Ⅲ
〈
四
四
八
頁
〉
）
は
、
前
の
ふ
た
つ
の
農
務
帳
と
同
じ
よ
う
な
所
に
配
置
さ
れ
て
い
て
、
｜、天水田之儀ハ、兼而牛一一而鋤仕置、日一一晒、雨降次第水貯置、稲植付候事
と
簡
単
だ
が
、
牛
に
よ
る
耕
起
を
い
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
水
塘
」
を
掘
っ
た
り
、
畦
を
固
め
る
な
ど
し
て
、
〈四）
水
を
溜
め
る
努
力
が
い
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
王
府
田
地
奉
行
は
、
乾
隆
一
一
年
（
一
七
三
七
）
「
田
地
奉
行
規
模
帳
」
で
、
用
水
の
有
無
に
よ
っ
て
田
を
畑
に
、
畑
を
田
に
し
て
も
よ
い
と
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
一
三
一
一
一
～
では、 ｜、御検地内田之内水持兼而田作不罷成畠敷一一召成置候所ハ、仮令其一ケ村田方本高並増高一一引
入候トモ、其段ハ不及是非儀候問、左様成所ハ弥畠方一一召成、且又皇方之内水付一一而畠付難
成
田
一
一
召
成
置
候
所
モ
右
同
断
候
間
、
是
又
田
方
二
召
成
可
申
事
か
な
り
い
い
加
減
な
印
象
を
受
け
る
の
だ
が
、
嘉
慶
一
四
年
二
八
○
九
）
「
田
地
奉
行
規
模
帳
」
（
同
前
一
四
四
頁
）
三四頁）。
一、天水田之儀者兼而其致覚悟、依所水塘共堀調、且稲苅仕廻候ハ、、早速畦相堅、水取留方可
一
、
田
ヨ
リ
皇
作
召
成
候
儀
堅
召
留
、
尤
畠
方
水
付
之
所
堀
田
取
仕
立
候
儀
ハ
御
吟
味
次
第
御
免
被
仰
付
候
事
入
念
事
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と
、
さ
す
が
に
田
を
畑
に
す
る
の
に
は
厳
し
く
、
畑
を
田
に
す
る
の
は
寛
容
な
よ
う
だ
。
明治二八年の事例だが、石垣島白保村の米作景況が、次のようにいわれている（必要書類集）。
作
稲
開
花
ノ
景
況
当村人民等本年度植付ノ稲ハ、一月中旬比ヨリ一一月下旬一一至り終結ス、則チ前年一一比シ十五日程
期
節
早
カ
リ
キ
、
去
り
乍
ラ
植
付
以
来
旱
魅
ノ
為
メ
天
水
田
ハ
水
全
ク
洞
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
稲
多
ハ
枯
槁
ノ
体
一
一
テ、其葉黄褐色一一変シ、水田ハ水量全ク洞レタルトーーハァラネトモ、其成長ノ形勢亦拙劣ナリキ、
然
ル
ー
一
幸
上
四
月
下
旬
比
ヨ
リ
折
々
降
雨
ア
リ
シ
一
一
依
り
、
天
水
田
そ
漸
ク
水
ヲ
受
ヶ
、
水
田
ハ
水
量
ヲ
増
シ
、
従
テ
各
田
共
成
長
漸
々
宜
ク
、
水
田
ハ
稲
穂
出
揃
上
、
天
水
田
ハ
旱
魅
悩
マ
セ
ラ
ル
、
コ
ト
甚
シ
カ
リ
シ
故
、
十
本植付ノモノハ漸クニ一一一本乃至五本計生長シ、余ノ若干本ハ枯朽シテ穂出モ漸ク拾分ノー位ナリ、
加
之
開
花
ノ
折
北
風
烈
シ
キ
為
メ
恰
分
ノ
三
程
空
穂
ナ
リ
、
目
下
ノ
景
況
一
一
依
レ
ハ
、
例
年
一
一
比
シ
中
作
ニ
ハ
及
ハ
サ
レ
ト
モ
、
下
作
一
一
ハ
至
ラ
サ
ル
見
込
ナ
リ
右
報
告
候
也
明
治
廿
八
年
六
月
五
日
白
保
村
詰
目
差
／
野
里
為
副
全
与
人
／
宮
良
当
整
八
重
山
島
蔵
元
御
中
こ
の
年
田
植
え
は
前
年
に
比
し
て
一
五
日
ほ
ど
早
か
っ
た
が
、
旱
魅
の
た
め
天
水
田
は
ま
っ
た
く
水
が
洞
れ
た
た
め
、
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多
く
は
「
枯
槁
ノ
体
」
に
な
っ
て
葉
は
黄
褐
色
に
な
っ
た
。
水
田
は
ま
っ
た
く
洞
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
成
長
が
遅
か
っ
た
。
四
月
下
旬
か
ら
降
雨
が
あ
っ
た
の
で
、
ま
ず
ま
ず
の
成
長
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
天
水
田
ハ
旱
魅
悩
マ
セ
ラ
ル
、
コ
ト
甚
シ
カ
リ
シ
」
と
い
い
、
穂
出
は
一
○
分
の
一
、
開
花
期
に
北
風
が
吹
い
た
た
め
、
さ
ら
に
一
○
分
の
三
は
「
空
穂
」
と
い
う
。
こ
う
い
っ
た
状
況
で
も
、
水
田
と
合
わ
せ
れ
ば
、
例
年
比
で
は
中
作
に
は
な
ら
な
いが下作ではないという状況であった（竹富町史編集委員会ほか一一○○一’一一一五～二一七頁）。
犬
水
田
の
稲
作
の
厳
し
さ
を
表
わ
し
て
い
る
史
料
だ
が
、
報
告
し
て
い
る
六
月
五
日
は
、
や
が
て
稲
刈
り
の
時
期
に
な
り
、
そ
う
す
れ
ば
す
ぐ
に
豊
年
祭
で
あ
る
。
近
世
の
史
料
上
に
み
え
る
田
畑
の
「
水
損
」
は
、
大
雨
に
よ
る
土
壌
の
浸
食
・
流
出
で
あ
っ
た
。
王
府
も
、
こ
の
「
水
損
」
に
対
処
す
る
方
法
を
細
か
く
指
導
し
て
お
り
、
八
重
山
に
お
け
る
現
実
的
で
重
大
な
「
水
損
」
は
土
壌
の
浸
食
と
流
出
で
あ
っ
た
。
近
世
八
重
山
の
農
地
に
関
し
て
は
、
基
本
的
に
は
土
を
流
さ
な
い
と
い
う
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
史
料
上
で
い
わ
れ
る
「
河
川
の
水
損
」
が
あ
り
、
や
は
り
過
剰
な
水
量
が
原
因
に
な
る
が
、
王
府
は
河
川
管
理
が
で
き
て
い
れ
ば
生
じ
な
い
災
害
と
し
て
い
る
。
同
じ
く
過
剰
な
水
量
に
よ
っ
て
生
じ
る
田
畑
冠
水
の
被
お
わ
り
に
204 
Hosei University Repository
害
を
、
一
般
的
に
は
「
水
損
」
と
は
記
さ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
現
実
に
冠
水
に
よ
る
作
物
損
は
あ
り
、
乾
隆
三
六
年
（
’
七
七
一
）
明
和
津
波
の
際
に
は
、
土
壌
流
出
と
同
時
に
ふ
た
つ
の
水
害
を
被
っ
て
い
る
。
先
の
よ
う
な
大
雨
に
よ
る
被
害
が
あ
り
な
が
ら
、
直
接
・
間
接
に
雨
水
に
依
存
す
る
農
業
用
水
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
近
世
八
重
山
に
お
い
て
は
河
川
改
修
に
よ
っ
て
農
業
用
水
の
安
定
的
な
確
保
が
も
く
ろ
ま
れ
た
。
さ
ら
に
、
用
水
路
を
整
備
し
て
確
保
し
た
り
、
川
か
ら
の
揚
水
を
可
能
に
す
る
水
車
の
技
術
も
導
入
さ
れた。また
、
水
田
か
ら
水
を
抜
か
ず
に
、
溜
め
て
お
い
た
。
そ
れ
は
田
が
干
上
が
っ
て
し
ま
う
の
を
避
け
る
た
め
で
あ
り
、
王
府
も
そ
の
よ
う
に
指
導
を
し
、
当
然
な
が
ら
田
の
用
水
確
保
は
重
要
な
案
件
と
な
っ
て
い
た
。
と
く
に
用
水
を
田
に
降
る
雨
水
に
頼
っ
て
い
た
天
水
田
が
存
在
し
、
旱
魅
の
被
害
が
ひ
ど
か
っ
た
。
旱
魅
が
恐
れ
ら
れ
た
の
は
、
農
業
用
水
の
み
な
ら
ず
飲
料
水
が
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
明
治
後
期
の
小
離
島
に
つ
い
て
の
新
聞
記
事
で
、
「
竹
富
島
、
黒
島
、
新
城
島
、
鳩
間
島
は
共
に
八
重
山
列
島
に
属
す
る
小
島
に
し
て
…
大
雨
に
逢
へ
は
表
土
流
失
し
」
と
あ
り
、
続
い
て
そ
れ
ら
の
島
は
「
井
戸
を
掘
れ
は
塩
水
を
出
し
到
底
飲
料
に
供
す
へ
く
も
あ
ら
す
。
世
人
此
等
の
島
を
称
し
て
無
水
島
と
云
ふ
…
飲
料
水
は
全
く
尽
き
果
て
Ｌ
四
、
五
海
里
或
は
七
、
八
海
里
の
海波を越えて遠く西表島若くは石垣島に之を需め」といっている（石垣市市役所一九八一一一二四五頁）。
八
重
山
で
は
、
信
仰
的
な
祈
願
は
も
と
よ
り
民
話
・
民
謡
で
も
、
天
候
に
関
し
て
は
晴
天
よ
り
も
降
雨
を
望
む
内
容
の
も
の
が
多
く
、
旱
魅
が
続
く
と
洪
水
に
な
っ
て
も
よ
い
か
ら
雨
を
降
ら
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
極
端
な
願
い
も
い
っ
て
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い
る
（
得
能
二
○
○
○
七
～
一
○
頁
）
。
王
府
の
発
想
で
は
、
耕
地
に
つ
い
て
は
、
「
農
務
帳
」
に
基
づ
い
て
溝
な
ど
を
整
備
し
て
お
け
ば
、
多
少
の
大
雨
や
洪
水
に
も
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
近
世
八
重
山
の
農
業
は
、
耕
地
の
水
損
と
水
利
と
い
う
基
本
的
な
部
分
に
お
い
て
、
百
姓
に
多
大
な
労
力
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
な
る
大
雨
と
干
魅
は
人
命
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
が
、
そ
の
被
害
を
耕
地
に
限
っ
て
み
れ
ば
、
八
重
山
の
風
土
は
農
業
に
適
し
た
も
の
と
は
い
い
が
た
い
。
【註】
（
１
）
生
業
と
上
納
の
た
め
の
労
働
に
つ
い
て
〔
得
能
二
○
○
七
ｃ
〕
で
考
え
を
提
示
し
た
。
ま
た
、
近
世
八
重
山
社
会
を
分
業
し
て
い
な
い
Ⅱ
専
業
化
で
き
な
い
社
会
で
あ
る
こ
と
を
、
「
非
分
業
社
会
の
生
業
論
Ｉ
近
世
八
重
山
の
民
衆
生
活
史
ｌ
」
で
考
察
し
た
（
沖
縄
学
研
究
所
研
究
発
表
会
二
○
○
八
年
七
月
五
日
）
。
（
２
）
「
農
耕
・
景
観
・
災
害
』
は
一
一
○
○
三
年
の
刊
行
だ
が
、
筆
者
は
拝
読
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
。
そ
の
間
、
同
書
を
参
照
す
べ
き論文を公表している。一一○○七年一月『近世八重山の民衆生活史』（得能一一○○七ａ）、二○○七年一一一月
「
史
料
に
み
る
八
重
山
の
疾
病
」
（
得
能
二
○
○
七
ｂ
）
な
ど
で
あ
る
。
な
お
、
八
重
山
を
含
む
琉
球
・
沖
縄
の
農
耕
文
化
の
研
究
史
は
、
賀
納
章
雄
氏
『
南
島
の
畑
作
文
化
』
の
序
論
中
「
南
島
の
農
耕
文
化
研
究
」
に
詳
し
い
（
賀
納
二
○
○
七
六
（
３
）
察
温
「
農
務
帳
」
に
つ
い
て
は
、
比
嘉
武
吉
氏
の
『
農
務
帳
を
読
む
」
が
あ
る
。
氏
は
元
県
農
業
試
験
場
技
師
で
あ
り
、
現
～二六頁）。
察
温
「
農
務
206 
Hosei University Repository
実に即した解読をされている（比嘉一九九七）。また、「農務帳」の文言の解説は、〔仲地ほか一九八一一一〕で
新
城
敏
男
氏
が
担
当
さ
れ
た
「
八
重
山
島
農
務
帳
」
（
二
五
～
’
六
八
頁
）
の
語
註
に
お
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
小
稿
で
は
、
史
料
番
号
を
、
農
務
帳
の
第
一
条
（
Ⅱ
①
）
「
地
面
格
護
之
事
」
の
各
項
を
①
１
１
．
２
．
３
…
、
第
二
条
（
Ⅱ
②
）
「
農
事
手
入
之
事
」
の
各
項
を
②
１
１
．
２
．
３
…
と
表
記
し
た
。
（
４
）
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
１
は
、
察
温
「
農
務
帳
」
①
１
２
を
受
け
た
も
の
。
後
者
に
、
｜
、
溝
構
い
ふ
返
し
致
大
形
候
ハ
、
田
畠
致
水
損
、
地
位
も
漸
々
薄
相
成
、
衰
微
之
基
可
成
立
候
間
可
入
念
候
、
田
畠
仕
付
方
之
儀
、
去
已
年
別
冊
記
置
候
通
り
可
相
勤
事
と
あ
り
、
「
水
損
」
は
土
壌
の
浸
食
と
流
出
で
あ
る
。
（
５
）
「
富
川
農
務
帳
」
①
１
２
は
察
温
「
農
務
帳
」
①
１
３
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
察
温
「
農
務
帳
」
の
出
典
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
一
二
五
頁
）
で
は
「
坂
森
」
と
す
る
が
、
「
坂
成
」
の
誤
り
。
な
お
、
「
与
世
山
農
務
帳
」
①
１
１
と
①
１
２
の
間
に
追
加
さ
れ
た
「
富
川
農
務
帳
」
の
残
り
の
一
項
（
①
１
３
）
は
、
「
山
野
」
の
境
界
を
明
確
に
し
な
い
と
、
徐
々
に
開
墾
さ
れ
て
、
薪
や
家
の
建
築
用
の
「
か
や
・
す
Ｌ
き
」
の
採
取
に
も
難
儀
す
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
（
Ⅱ
察
温
農
務帳①１４）。
（６）王府の「田地奉行規模帳」（乾隆二年）に、
一、諸間切畠卜田之地境一一草内無之二付、田一一士流落双方為不罷成候間、此度草内定法一一一尺一一相究竿
迦一一召成、双方地主格護一一可申渡事
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とあり（沖縄県立図書館史料編集室一九八九一三一一一頁）、田と畑の境に草を植えて田に畠の土が流入しな
いようにいう。同様の例が渡名喜島もある（後掲文書ｂ参照）。この文書を含む、年未詳（乾隆九年力）の
王府から渡名喜島在番らへの「覚」などに、小稿とのかかわりのある条文が散見される（那覇市市民文化
部歴史資料室一一○○四一一一六四～三六六頁）。参考のために抜粋しておく。
ａ｜、蘇鉄植様之儀、所々相賦植付置候故、坂成之所ハ風雨之節土洗流、漸々薄地一一罷成可申候間、
土留之様一一一並一一土不流様二繁植付、来年中限二首尾可申出事（後略）
覚（中略）
ｂ｜、田与畠と之境、草内置無之故田二土流落、双方之為不罷成候付、畠地之内ケ草内三尺相除竿入
置候間、来十月中限作職召留、｜並一一蘇鉄植付致格護、破損有之節ハ早速修補相調、双方より
少も珈爾之儀無之様堅可申渡置候、左候而作職召留候段へ来十二月中限首尾可申出事
Ｃ一、平地田之畔平地左壱尺壇上り迄ハ畔□□□（広サ壱）尺、且弐尺之壇上りハ畔広サ壱尺五寸、
且三尺台四尺迄之所ハ畔広サ弐尺相定候、其上之壇上りハ見合次第立札記置候間、其通相直シ、
来
十
月
中
限
首
尾
可
申
出
事
ｄ一、坂成之場一一有之候畠敷井一竿之内壇上り之所、士不流様土留差通不申ハ不叶候故、其通竿入帳
一一相記置候問、竿入帳之通土留毎蘇鉄植付、来十月中限首尾可申出事
覚ａ｜、
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（７） 
ｅ
｜
、
溝
之
儀
竿
入
帳
之
通
相
並
、
来
十
月
中
限
首
尾
可
申
出
事
（中略）
ｆ｜、田畠一一相係り差通置候小川原之儀、川面一一一尺五寸シ、相除竿入置候、依場所一一水損可仕場ハ、
其上一一も相広立札一一記置候間、作物取収次第則々川面一一召成、当年中限首尾可申出候、川面破
損有之候節者、則々修甫可申付事
ｇ
ｌ
、
田
畠
二
相
係
差
通
置
候
溝
之
儀
、
水
力
之
強
弱
□
□
（
見
合
力
）
溝
程
相
究
、
立
札
一
一
記
置
候
間
委
細
帳
二
記
置
、
水
損
有
之
節
ハ
修
甫
可
申
付
事
（中略）
ｈ
一
、
田
畠
二
相
係
差
通
候
溝
之
儀
、
風
雨
之
殉
土
引
取
、
又
ハ
壇
上
ヶ
水
突
落
洗
込
置
候
所
も
有
之
候
間
、
以
後
風
雨
之
後
作
場
罷
通
遂
見
分
、
相
損
候
所
ハ
早
速
修
甫
可
仕
候
、
当
分
相
損
置
候
所
ハ
地
頭
代
・
耕
作
当
差
通
、
見
分
之
上
修
甫
仕
、
当
年
中
限
二
首
尾
可
申
出
事
ｉ｜、当島きなわ畠之儀、坂成之所多有之、風雨之節士流落テ急度薄地相成可申所も有之候間、右者
（
之
力
）
場
所
ハ
土
留
繁
殖
付
可
申
之
処
、
其
儀
な
く
弁
々
差
置
候
儀
不
宜
候
間
、
来
年
中
限
二
蘇
鉄
井
す
掻
き
に
て
土
不
流
様
、
場
所
次
第
土
留
□
□
植
付
さ
せ
首
尾
可
申
出
事
「壇」は平地から田の高さをいう場合がある。渡名喜島の例は註６文書ｃ、久米島の例は「久米仲里間切諸
村
公
事
帳
」
（
ａ
）
に
み
え
る
（
以
下
、
久
米
仲
里
間
切
の
公
事
帳
の
関
連
項
目
を
掲
載
し
て
お
く
）
。
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Ｃ
ｌ
、
坂
森
（
成
）
谷
合
之
所
ハ
雨
毎
土
引
流
、
自
然
与
溝
相
成
左
右
之
地
方
欠
地
相
成
積
候
間
、
右
体
之
所
ハ
は
せ
を
・
あ
た
ん
植
付
致
土
留
候
様
二
可
致
下
知
事
ｄ一、坂森（成）剥付致明地候得者悪士流落田畠之為不罷成候間、右之仕形堅可差留事
（
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
五
五
八
頁
）
（
８
）
察
温
「
農
務
帳
」
の
内
容
に
「
小
規
模
開
発
と
徹
底
し
た
土
壌
流
出
防
止
対
策
に
よ
り
、
農
地
は
守
ら
れ
食
糧
確
保
の
目
的
が
達
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
指
摘
が
あ
り
、
さ
ら
に
、
農
務
帳
と
現
在
を
比
べ
て
、
大
き
な
相
違
の
一
つ
に
農
地
の
構
造
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
土
復
帰
後
か
ら
ご
舌
年
代
に
か
け
て
の
土
地
改
良
事
業
に
よ
る
農
地
造
成
は
、
全
国
一
律
の
設
計
基
準
で
な
さ
れ
た
。
畑
面
に
勾
配
が
つ
け
ら
れ
、
機
械
化
の
た
め
一
辺
が
長
い
農
地
に
造
ら
れ
た
。
あ
ぜ
は
姿
を
消
し
、
排
水
溝
よ
り
高
く
畑
面
が
盛
ら
れ
、
土
壌
が
流
出
道
光
一
一
年
（
’
八
三
一
）
「
久
米
仲
里
間
切
諸
村
公
事
帳
」
ａ
一
、
田
之
あ
ふ
し
広
構
候
儀
ハ
水
損
無
之
、
専
水
取
留
肝
要
成
儀
候
間
、
平
地
田
畦
井
平
地
占
壱
尺
之
壇
上
り
迄
之
所ハ畦広壱尺五寸、一一一尺汐四尺迄之所ハ畦広サ弐尺相立候御法一一候、乍然依場所御法畦程二而
ハ不相保所ハ畦坪相除置候所茂有之候間、條（修）甫等いたし候勘菅在番・地頭代・惣耕作当
引
合
之
上
竿
入
帳
見
合
可
致
條
（
修
）
甫
事
ｂ｜、田栫之剛畝草鍬一一而不切落苅取、且稲苅取次第御法之畦幅者堅水相保候様致下知候
（中略）
210 
Hosei University Repository
し
や
す
い
構
造
と
な
っ
た
。
ま
た
、
排
水
設
備
も
沖
縄
の
集
中
的
な
降
雨
が
考
慮
さ
れ
ず
容
量
が
小
さ
い
た
め
、
土
壌
浸
食
を
増
長
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
こ
の
よ
う
な
農
地
構
造
を
再
改
良
す
る
公
共
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
（
大
見
謝
・
比
嘉
二
○
○
二
二
四
頁
）
。
八
重
山
の
現
在
よ
り
少
し
前
の
水
田
の
風
景
で
は
、
細
か
く
分
か
れ
た
田
と
、
土
地
改
良
に
よ
る
広
い
田
が
並
ん
で
い
た
（
松
島
二
○
○
八
七
五
頁
下
段
）
。
（
９
）
き
わ
め
て
高
い
水
田
率
で
あ
っ
た
西
表
島
祖
納
で
の
水
田
漁
携
に
関
す
る
〔
安
室
一
九
九
四
〕
の
記
述
に
、
「
川
が
増
水
し
て
田
が
冠
水
す
る
」
「
大
雨
が
降
っ
て
田
が
冠
水
し
た
」
「
と
く
に
仲
良
川
や
浦
内
川
と
い
っ
た
大
河
川
に
沿
っ
て
あ
る
低
湿
な
田
で
は
、
冠
水
し
た
田
」
な
ど
と
あ
る
。
し
か
し
、
冠
水
に
よ
る
農
業
上
で
の
被
害
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。
（Ⅲ）この条文は、同治一三年「富川親方八重山島蔵元公事帳」（川川）にもみえる。河川修補の費用などについ
ては、乾隆一一一五年（一七七○）に八重山の与人・目差らがまとめ、在番や頭らが認めた「諸村所役公事帳」
一、諸村川原條（修）甫之時脅御模帳之通構之杣山主取・村役人・筆者出合修甫入目相考、惣取〆
座江差出御印紙を以夫入可掃（払）出事
とある（沖縄県立図書館史料編集室一九九一二一一一五頁）。また、田の請溝・捨溝に村が管理する部分があっ
た
よ
う
だ
が
、
｜、村々構之請溝・捨溝條（修）甫奎之儀、構之田主共一一而仕所役掃（払）不及候事
附
、
耕
作
筆
者
罷
出
、
田
地
多
少
致
割
符
相
働
せ
首
尾
可
申
出
也
にて
も｜ま
、
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といって、「田主」に耕作する「田地多少」に応じて働かせている（同前一一三一一一頁）。
（
、
）
黒
島
か
ら
桃
里
の
地
へ
の
通
耕
に
つ
い
て
、
八
重
山
側
か
ら
王
府
へ
の
新
村
設
立
を
要
請
す
る
文
書
で
は
「
皇
作
」
を
し
て
い
た
と
い
っ
て
い
る
（
参
遺
状
抜
書
血
囲
）
。
（
、
）
野
村
里
之
子
親
雲
上
の
経
歴
と
八
重
山
の
状
況
、
お
よ
び
野
村
に
よ
る
八
重
山
で
の
規
模
帳
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
〔
得
能
二○○四〕参照。
（
⑬
）
変
体
仮
名
の
も
と
の
文
字
を
「
不
」
と
読
む
か
「
本
‐
｜
と
読
む
か
、
あ
る
い
は
、
類
推
表
記
に
よ
っ
て
ど
ち
ら
に
揺
れ
が
生
じ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
（
ｕ
）
水
道
は
方
言
で
シ
ー
ド
ー
と
い
い
、
石
垣
島
で
は
フ
ナ
ー
シ
ー
ド
ー
が
シ
ー
ド
ー
と
通
称
さ
れ
て
よ
く
知
ら
れ
る
。
フ
ナ
ー
シ
ー
ド
ー
は
、
於
茂
登
岳
か
ら
下
っ
て
き
て
石
垣
四
か
字
集
落
の
北
方
で
低
地
に
な
っ
て
い
る
部
分
を
流
れ
る
も
の
で
、
大
き
な
流
れ
の
水
道
の
意
だ
が
、
大
量
の
雨
水
や
湧
水
を
集
め
て
、
字
平
得
の
北
方
か
ら
四
か
字
北
方
を
西
流
し
、
字
新
川
で
海
に
注
ぐ
。
現
在
は
新
川
川
と
も
呼
ば
れ
、
豪
雨
の
あ
と
は
赤
土
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
水
が
流
れ
、
河
口
部
に
は
そ
の
堆
積
と
み
ら
れ
る
州
の
よ
う
な
陸
地
も
形
成
さ
れ
て
い
る
（
一
一
○
○
八
年
三
月
現
在
）
。
海
に
出
て
し
ま
っ
た
「
い
ふ
」
で
あ
る
。
（
巧
）
親
方
位
の
人
物
が
在
番
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
で
、
在
番
勤
務
の
の
ち
文
書
の
威
豊
一
一
年
に
は
親
方
位
に
な
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
、
在
番
の
と
き
と
名
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
「
御
使
者
在
番
記
」
で
の
確
認
は
（
咄
）
た
だ
、
後
者
で
「
余
之
荒
地
」
と
い
っ
て
い
る
の
が
、
「
乾
田
」
の
「
荒
地
」
と
、
そ
の
ほ
か
の
「
荒
地
」
と
い
う
意
で
あ
れ
できない。
た
だ
、
後
七
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ば
、
「
乾
田
」
は
固
有
の
地
名
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
「
乾
田
」
の
「
荒
地
」
の
う
ち
、
今
回
開
い
た
「
荒
地
」
と
、
そ
の
ほ
か
の
「
荒
地
」
と
も
と
れ
る
。
後
者
で
あ
れ
ば
、
近
世
の
琉
球
・
八
重
山
の
耕
地
で
常
に
問
題
と
さ
れ
る
「
荒
欠
地
」
「
荒
田
」
の
ひ
と
つ
の
形
態
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
註
Ⅳ
参
照
。
（
Ⅳ
）
註
珀
の
よ
う
に
「
乾
田
」
Ⅱ
「
か
ん
た
」
が
固
有
の
地
名
で
あ
れ
ば
、
確
定
的
で
は
な
い
が
「
ふ
な
い
ら
」
「
か
ん
た
」
と
い
う
地
名
は
、
名
蔵
に
み
え
る
。
名
蔵
川
の
中
流
域
付
近
を
ブ
ネ
ー
ラ
カ
ー
ラ
と
い
い
（
石
垣
市
役
所
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
八
九
六
三
頁
）
、
名
蔵
川
の
河
口
部
近
く
に
カ
ン
ダ
と
い
う
田
が
あ
る
（
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
一
九
九
四
四
四
○
・
九
七
五
頁
）
。
名
蔵
は
石
垣
島
で
も
有
数
の
穀
倉
地
帯
で
、
時
期
は
未
詳
だ
が
、
名
蔵
に
あ
る
「
水
田
の
耕
作
者
は
地
元
名
蔵
の
居
住
者
と
、
四
力
字
の
農
民
が
主
で
、
ほ
か
に
は
、
字
平
得
（
ピ
ィ
サ
イ
）
方
面
の
人
た
ち
も
加
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
（
同
前
九
五
頁
）
。
名
蔵
か
ど
う
か
と
い
う
判
断
は
と
も
か
く
、
「
ふ
な
い
ら
水
道
」
が
石
垣
四
か
村
や
平
得
・
真
栄
里
の
耕
地
に
影
響
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
（
得
能
二
○
○
七
ａ
一
八
○
頁
）
、
こ
の
六
か
村
の
百
姓
が
（
村
域
を
超
え
て
）
耕
作
す
る
田
に
影
響
を
与
え
る
と
い
っ
た
方
が
正
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
（
肥
）
「
与
世
山
農
務
帳
」
②
１
羽
は
、
察
温
「
農
務
帳
」
②
１
３
．
「
富
川
農
務
帳
」
②
’
昭
〈
四
六
五
頁
〉
も
同
文
。
安
室
知
氏
は
、
こ
の
漁
携
を
西
表
島
祖
納
で
み
ら
れ
た
水
田
の
ク
モ
リ
カ
チ
と
し
、
「
公
の
指
導
と
し
て
は
畦
を
壊
す
原
因
と
な
る
魚
を
取
る
こ
と
自
体
を
戒
め
て
い
る
が
、
実
際
そ
こ
に
暮
ら
す
民
の
論
理
で
は
、
聞
き
取
り
調
査
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ク
モ
リ
カ
チ
後
の
処
置
を
し
っ
か
り
と
し
て
田
を
乾
燥
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
（
安
室
一
九
九
四
↓
’
九
九
八
一
四
四
～
一
四
五
頁
）
。
以
上
は
、
〔
得
能
二
○
○
七
ｃ
〕
も
参
照
。
な
お
、
一
八
世
紀
半
ば
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（
田
）
沖
縄
本
島
越
来
間
切
の
例
で
は
、
「
伝
氏
家
譜
仕
次
」
所
収
文
書
年
未
詳
文
書
に
、
…田方之儀、宇久田・太工廻弐ケ村外者都而天水田故、雨遠相成候時者水保兼、百姓甚及難儀候処、下
知役両人気寄を以芒種之節田之前元築立水潤沢一一汲置させ、且六月土□用之節、里田すはん田之外、
牛稲（踊力）打栫等為致候放水取留、旱之節々茂稲作不差支、年々百姓共難儀相軽〆候上、取実茂格
別
相
増
太
粧
為
筋
相
成
…
と
あ
る
（
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
二
○
○
四
三
一
七
頁
）
。
ま
た
、
渡
名
喜
島
の
例
で
は
、
乾
隆
九
年
御
物
奉
行
か
ら
渡
名
喜
島
在
番
ら
へ
の
文
書
に
、
｜、渡名喜島之儀、天水田□シテ有之候処、水留之働無之候□□之稲致不出来積一一候、向後稲苅仕廻
の
西
表
島
仲
間
村
で
は
、
病
気
の
父
親
の
た
め
に
「
田
圃
に
往
き
、
父
の
嗜
む
所
の
田
蟹
及
び
時
物
の
果
物
等
を
見
得
れ
ば
、
即ち星夜携へ回りて之を進む」として、褒美を受けた国吉という人の話がある（球陽川川Ⅱ一七五八年）。
風
景
と
し
て
は
、
石
垣
島
名
蔵
の
も
の
だ
が
、
水
田
の
横
に
小
堀
が
あ
る
（
松
島
二
○
○
八
一
九
四
頁
下
段
の
写
真
参
照
）
。
な
お
、
今
帰
仁
間
切
の
威
豊
二
年
（
’
八
六
一
）
「
農
事
御
取
締
帳
写
」
に
は
、
「
｜
、
田
方
稲
植
付
・
苅
取
不
申
内
、
田
おなじ（註・田饅）井其外魚類取一一田内江踏入段々差障候儀共有之不宜候間、向後一切差留候様、自然相
背候者男者壱人一一付鞭拾シ完、女者壱人一一付手拾シ完科鞭被仰付度／｜、稲苅取後一一而も右取得方一一付あふ
し（註・畦）杯相破候者者見当次第右同断科鞭被仰付度」とある（沖縄県立図書館史料編集室一九八九
一六○頁）。
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【史料出典一覧】
※
こ
こ
に
な
い
八
重
山
家
譜
は
、
石
垣
市
立
博
物
館
等
で
の
調
査
に
よ
る
。
大
波
之
時
各
村
之
形
行
書
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
八
ｂ
御
手
形
写
抜
書
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
八
ａ
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
四
翁
長
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
三
恩
納
間
切
締
向
条
々
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
球
陽
…
球
陽
研
究
会
編
『
球
陽
読
み
下
し
編
』
角
川
書
店
一
九
七
四
久
米
仲
里
間
切
諸
村
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
慶
来
慶
田
城
由
来
記
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
一
耕
作
下
知
方
井
諸
物
作
節
附
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
御
使
者
在
番
記
↓
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
一
察
温
農
務
帳
Ⅱ
農
務
帳
（
察
温
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
参
近
状
抜
書
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
候
ハ
、
早
々
田
シ
得
共
、
四
五
度
も
と
あ
る
（
同
前
三
六
八
頁
）
。
、早々田之前元打候両雨降候ハ、少出□□路ミ水保候様可入念候、此中ハ田弐度打之由候
四五度も打候方一一可然□□、弥其試いたし相応候ハ、、五六度も打候而苗可植付事
215近世八重山における耕地の水損と水利
Hosei University Repository
諸
村
所
役
公
事
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
九
一
長
興
姓
世
系
図
…
豊
川
家
文
書
勤
書
〈
長
興
姓
善
盈
〉
…
豊
川
家
文
書
田
地
奉
行
規
模
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
富
川
親
方
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
三
富
川
農
務
帳
Ⅱ
富
川
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
農
業
之
次
第
↓
仲
地
ほ
か
一
九
八
三
農
事
御
取
締
帳
写
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
農
務
帳
（
察
温
）
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
必
要
書
類
集
↓
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
ほ
か
二
○
○
二
北
木
山
風
水
記
↓
花
山
一
九
六
四
毛
姓
家
譜
…
那
覇
市
企
画
部
市
史
編
集
室
編
・
刊
『
那
覇
市
史
家
譜
資
料
三
首
里
系
』
’
九
八
一
一
八
重
山
島
年
来
記
↓
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
九
八
重
山
島
農
務
帳
↓
仲
地
ほ
か
一
九
八
三
万
書
付
集
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
与
世
山
農
務
帳
Ⅱ
与
世
山
親
方
八
重
山
島
農
務
帳
↓
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
一
九
八
九
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安
室
知
新
城
敏
男一九
八
三
ａ
「
八
重
山
農
務
帳
」
翻
刻
・
校
注
↓
仲
地
ほ
か
一
九
八
三
一九八一一一ｂ「農業之次第」翻刻↓仲地ほか一九八三
安渓遊地（編著）
二
○
○
七
「
西
表
島
の
農
耕
文
化
Ｉ
海
上
の
道
の
発
見
ｌ
』
法
政
大
学
出
版
局
二
○
○
七
年
二
○
○
七
「
年
中
行
事
」
（
↓
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
二
○
○
七
）
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
（
編
）
二
○
○
七
『
石
垣
市
史
各
論
編
民
俗
下
」
石
垣
市
刊
二
○
○
七
年
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
（
編
）
石
垣
繁
【参考文献一覧】
一
九
九
四
九
九
八
「
西
表
島
の
水
田
漁
携
ｌ
水
田
の
潜
在
力
に
関
す
る
一
研
究
ｌ
」
（
農
耕
文
化
研
究
振
興
会
『
農
業
の
技
術
と
文
化
』
Ⅳ
一
九
九
四
年
、
の
ち
渡
部
忠
世
（
監
修
）
「
琉
球
弧
の
農
耕
文
化
／
農
耕
の
世
界
、
そ
の
技
術
と
文
化
Ｖ
」
大
明
堂
一
九
九
八
年
）
『
水
田
を
め
ぐ
る
民
俗
学
的
研
究
Ｉ
日
本
稲
作
の
展
開
と
構
造
ｌ
』
慶
友
社
一
九
九
八
年
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一
九
九
一
「
石
二
一
九
九
三
『
石
二
一
九
九
四
『
石
筥
一
九
九
五
『
石
二
一九九八ａ『石二
一九九八ｂ「石二
一
九
九
九
「
石
二
石
垣
市
役
所
（
編
・
刊
）
一
九
七
四
「
新
城
島
の
畑
作
」
（
東
京
・
八
重
山
文
化
研
究
会
『
八
重
山
文
化
』
第
２
号
一
九
七
四
年
）
大
見
謝
辰
男
・
比
嘉
榮
三
郎
植
松
明
石
一
九
八
二
『
石
垣
市
史
資
料
編
近
代
４
新
聞
集
成
Ｉ
」
’
九
八
一
一
一
年
石
垣
市
役
所
総
務
部
市
史
編
集
室
（
編
・
刊
）
一
九
八
九
『
い
し
が
き
の
地
名
（
１
）
／
石
垣
市
史
研
究
資
料
１
」
一
九
八
九
年
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
（
編
・
刊
）
一
九
九
三
『
八
重
山
蔵
元
絵
師
画
稿
集
』
一
九
九
一
一
一
年
「
石
垣
市
史
叢
書
１
慶
来
慶
田
城
由
来
記
富
川
親
方
八
重
山
島
諸
締
帳
」
石
垣
市
役
所
刊
一
九
九
一
年
『
石
垣
市
史
叢
書
５
翁
長
親
方
・
富
川
親
方
、
両
八
重
山
島
蔵
元
公
事
帳
』
石
垣
市
役
所
刊
一
九
九
一
一
一
年
『
石
垣
市
史
叢
書
７
翁
長
親
方
八
重
山
島
規
模
帳
』
石
垣
市
役
所
刊
一
九
九
四
年
『
石
垣
市
史
叢
書
８
．
９
参
遣
状
抜
書
」
石
垣
市
刊
一
九
九
五
年
『
石
垣
市
史
叢
書
Ⅱ
御
手
形
写
抜
書
』
石
垣
市
刊
一
九
九
八
年
「
石
垣
市
史
叢
書
、
大
波
之
時
各
村
之
形
行
書
・
大
波
寄
場
候
次
第
』
石
垣
市
刊
一
九
九
八
年
「
石
垣
市
史
叢
書
田
八
重
山
島
年
来
記
』
石
垣
市
刊
一
九
九
九
年
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沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
（
編
）
’
九
八
一
『
沖
縄
県
史
料
沖
縄
県
立
図
書
館
史
料
編
集
室
（
一
九
八
九
「
沖
縄
県
史
料
一
九
九
一
「
沖
縄
県
史
料
二
○
○
三
「
農
耕
・
景
観
・
災
害
ｌ
琉
球
列
島
の
環
境
史
ｌ
」
第
一
書
一
房
一
一
○
○
一
一
一
年
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
（
編
）
黒島為一
喜
舎
場
永
洵
賀
納
章
雄
小
林
茂 二○
○
二
「
ハ
ー
ド
技
術
を
活
か
す
ソ
フ
ト
技
能
～
赤
土
流
出
防
止
対
策
～
」
（
沖
縄
建
設
弘
済
会
「
し
ま
た
て
い
』
脱
肛
二○○二年）
二
○
○
七
「
南
島
の
畑
作
文
化
ｌ
畑
作
穀
類
栽
培
の
伝
統
と
現
在
ｌ
』
海
風
社
二
○
○
七
年
一
九
九
五
「
《
史
料
紹
介
》
「
諸
村
農
業
之
次
第
（
仮
題
こ
」
『
石
垣
市
立
八
重
山
博
物
館
紀
要
』
第
Ⅲ
号
一
九
九
五
年
）
一
九
七
五
『
新
訂
増
補
八
重
山
歴
史
」
国
書
刊
行
会
一
九
七
五
年
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
１
〈料編集室（編）
「
沖
縄
県
史
料
前
近
代
６
「
沖
縄
県
史
料
前
近
代
７
首
里
王
府
仕
置
２
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
刊
一
九
八
九
年
首
里
王
府
仕
置
３
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
刊
一
九
九
一
年
首
里
王
付
仕
置
」
沖
縄
県
教
育
委
員
会
刊
一
九
八
一
年
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二
○
○
五
『
沖
縄
県
史
各
論
編
４
近
世
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
二
○
○
五
年
竹
富
町
史
編
集
委
員
会
・
町
史
編
集
室
（
編
）
二
○
○
一
一
「
竹
富
町
史
第
十
巻
資
料
編
近
代
２
」
竹
富
町
役
場
刊
一
一
○
○
二
年
（
｜
部
訂
正
し
た
）
得
能
壽
美二○
○
七
ｂ
「
史
料
に
み
る
八
重
山
の
疾
病
」
（
↓
石
垣
市
史
編
集
委
員
会
二
○
○
七
）
一一○○七ｃ「公の作物、私の食物ｌカマイサミットにふれてｌ」（「八重山毎日新聞」二○○七年一一一月一一
八・二九日）
仲
地
哲
夫
・
福
仲
憲
・
新
城
敏
男
・
島
尻
勝
太
郎
・
原
口
虎
雄
・
野
口
逸
三
郎
・
飯
沼
二
郎
・
岡
光
夫
・
山
田
龍
雄
（
校
注
・
執
筆）
二
○
○
○
「
自
然
災
害
略
史
ｌ
伝
承
に
見
る
八
重
山
の
自
然
災
害
と
生
活
ｌ
」
（
財
団
法
人
亜
熱
帯
総
合
研
究
所
「
亜
熱
帯
研
究
の
総
合
的
推
進
の
た
め
の
研
究
可
能
性
の
調
査
Ｉ
沖
縄
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
と
そ
の
対
応
力
に
関
す
る
基
礎
調
査
ｌ
』
二
○
○
○
年
）
二
○
○
四
「
王
府
布
達
文
書
成
立
過
程
の
研
究
ｌ
乾
隆
⑬
～
巧
年
の
在
番
野
村
親
雲
上
「
組
立
』
文
書
Ｉ
」
（
八
重
山
歴
史
研
究
会
「
八
重
山
歴
史
研
究
会
会
報
』
第
ｕ
号
・
第
砠
号
二
○
○
四
年
）
二
○
○
七
ａ
「
近
世
八
重
山
の
民
衆
生
活
史
１
石
西
礁
湖
を
め
ぐ
る
海
と
島
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ー
』
椿
樹
書
林
二
○
○
七
年
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中
鉢
良
護
花
山
孫
位
松
島
昭
司
二
○
○
五
「
琉
球
列
島
の
畑
作
農
耕
文
化
ｌ
宮
古
・
八
重
山
の
『
伝
統
的
』
畑
作
様
式
の
成
立
ｌ
」
（
↓
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
管
理
部
史
料
編
集
室
二
○
○
五
）
那
覇
市
市
民
文
化
部
歴
史
資
料
室
（
編
）
二
○
○
四
『
那
覇
市
史
資
料
篇
第
１
巻
、
近
世
資
料
補
遺
・
雑
纂
」
那
覇
市
役
所
刊
二
○
○
四
年
増
田
昭
子
比
嘉
武
吉二○
○
｜
『
雑
穀
の
社
会
史
」
吉
川
弘
文
館
二
○
○
一
年
渡
部
忠
世
・
生
田
滋
（
編
著
）
’
九
八
四
「
南
島
の
稲
作
文
化
ｌ
与
那
国
島
を
中
心
に
ｌ
』
法
政
大
学
出
版
局
一
一
○
○
八
『
ふ
る
さ
と
点
描
写
真
集
ぐ
○
■
」
』
自
家
出
版
二
○
○
八
年
一
九
八
一
一
一
「
日
本
農
書
全
集
狐
』
農
山
漁
村
文
化
協
会
刊
一
九
八
三
年
九
九
七
「
農
務
帳
を
読
む
』
自
家
出
版
発
売
元
・
緑
林
堂
書
店
一
九
九
七
年
九
六
四
『
北
木
山
風
水
記
』
複
製
本
一
九
六
四
年
九
八
四
年
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